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国際協力事業を契機とした学校現場の変容と 
留学生との協働実践 

   福井大学大学院 福井大学・岐阜聖徳学園大学・富山国際大学 連合教職開発研究科 

  特命講師 沼尻 卓也 特命助教 William Tjipto 
 

1．はじめに――国際協力が「特別な出来事」から「日

常の学び」へ 

近年、福井県内の学校現場では、EDU-Portニッポ

ン事業や JICA草の根技術協力事業、JICA青年研修な

どを契機として、海外との関わり方に変化が見られ

るようになってきたように思われる。具体的には、こ

れまで国際交流は、行事や特別活動として捉えられ

がちであったが、次第に教科の学びや日常的な学校

活動の中に組み込まれ始めている。 

特に 2025年は、こうした動きが複数の学校や場面

で同時に現れ、国際協力が「一時的な交流」ではなく、

「共に考え、学び続ける関係」へと変わり始めた転換

期であったと私達は捉えている。海外の教員や留学

生が教室や研修の場に入り、生徒や日本の教員と同

じ問いに向き合う姿が各所で見られるようになった。 

本稿では、この 2025年を一つの節目として、EDU-

Port ニッポン事業および JICA 草の根事業を通じた

協働授業の実践、ならびに留学生が学校教育や教員

研修に関わり始めた事例を取り上げる。具体的には、

附属義務教育学校で行われた社会科の協働授業、武

生高校・丸岡南中学校、そして JICA青年研修におけ

る留学生の関与を整理しながら、国際協力が学校教

育にもたらしている変化を描き出す。 

2．附属義務教育学校における社会科の協働授業――

「対話する学び」が生んだ変化 

福井大学附属義務教育学校では、アフリカ州を扱

う社会科の単元において、EDU-Port ニッポン事業で

訪日したマラウイおよびウガンダの教員 6 名と協働

した授業が実施された。本実践は森川教諭によって

2025 年 1 月に行われ、教科書やインターネットによ

る知識に加え、現地の教員と直接対話しながら学ぶ

ことが重視された。森川教諭は、国際理解を「知識と

して知る」ことにとどめず、「相手の立場に立って一

緒に考える経験」として位置づけていた。 

授業の準備段階では、生徒が事前にアフリカの課

題について調べ、自分なりの考えを整理した上で対

話に臨んだ。また、森川教諭自身も 2024 年 10 月に

マラウイを訪問し、現地での授業研究や教員同士の

意見交換を経験しており、こうした海外での学びが

授業構想に生かされていた。 

授業の中では、問いの立て方そのものが見直され

る場面もあった。「より良い国になるためには」とい

う問いを英語に訳す際、表現によって相手に与える

印象が変わることが指摘され、生徒とともに言葉の

もつ意味について考え直す機会が設けられた。この

経験を通して、生徒は国際的な課題を考える際に、自

分たちの視点や立場が相手にどのように伝わるのか

を意識するようになっていった。 
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生徒の振り返りからは、事前学習で抱いていた一

方的なイメージが、現地の教員との対話を通して揺

さぶられていった様子がうかがえる。話し合いを重

ねる中で、問題を単独で捉えるのではなく、教育や仕

事、生活といった複数の視点を結び付けて考える姿

が見られるようになった。 

本実践は、生徒にとって国際理解を深める機会と

なっただけでなく、教師にとっても問いや言葉の在

り方を振り返る契機となった。国際協力を「教える―
教えられる」関係ではなく、「共に考える関係」とし

て捉え直すこの経験は、その後の留学生との協働授

業へとつながる基盤となっている。 

また、この授業は生徒だけでなく、教師、我々教

職大学院国際チームにとっても学びの場となったと

感じる。言葉の選び方や問いの立て方が、学びの方向

性に大きな影響を与えることを改めて実感し、国際

協働を進める上での姿勢を見直す契機となっただけ

でなく、この後の留学生との協働授業のモデルケー

スにもなった。 

3．留学生との協働が拓く新たな学びの場 

（1）2025 年から広がり始めた留学生の学校教育への

関与 

2025 年に入ってから、福井県内の学校では、留学

生がさまざまな形で日本の学校教育に関わる事例が

目立つようになっている。これまで留学生は、大学内

や附属義務教育学校の中で学ぶ存在として捉えられ

ることが多かったが、近年では学校現場に入り、生徒

や教員とともに学ぶ存在として位置づけられ始めて

いる点に、大きな特徴があるように思われる。 

武生高校では、探究活動の時間に留学生が参加し、

生徒の話し合いや問いづくりを支える役割を担った。

留学生は英語を介して生徒と関わりながら、特定の

正解を示すのではなく、生徒の考えを引き出し、視点

を広げる問いかけを行っていた。異なる文化的背景

をもつ他者と対話する経験は、生徒にとって、自分た

ちの関心や前提を見直す機会となったように思われ

る。 

丸岡南中学校では、英語の授業において、留学生

が生徒とともに学ぶ話し合いのメンバーとして参加

した。授業では小グループでの活動が行われ、留学生

はファシリテーターとして、生徒同士のやり取りを

促したり、生徒の発言に応じて問いを言い換えたり、

身ぶりや視覚的な手がかりを用いたりしながら、生

徒の考えを深め、関心を引き出す役割を担った。 

     

 こうした活動は複数回の授業にわたって継続され、

その都度、留学生自身が振り返りを行いながら関わ

り方を工夫していった。その結果、生徒たちは英語で

の表現に自信が十分でなくても、次第に質問をした

り、自分の好みを伝えたり、異なる文化的背景をもつ

考え方を比べたりする姿を見せるようになっていっ

た。 

これらの実践に共通しているのは、留学生が特別

なゲストとして一時的に関わるのではなく、授業や

学習活動の一部として自然に位置づけられている点

である。留学生の存在は、教室に多様な視点をもたら

すと同時に、生徒が「誰かと一緒に考える」ことの意

味を実感する契機となっている。また、留学生自身に

とっても、生徒主体の学びをどのように支えるかを

考え、試行錯誤する経験は、自身の学びを深める機会

となっていた。 

（2）JICA 青年研修における留学生の役割と学び 

留学生の教育への関与は、学校現場にとどまらず、

教員研修の場にも広がっている。2025 年に実施され

た JICA 青年研修では、福井大学教職大学院に在籍す

る留学生が、研修のファシリテーターとして参画し

た。 
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この研修では、バングラデシュおよびブータンか

ら来日した教員や教育行政関係者が、日本の学校を

訪問し、授業を観察したり、話し合いを行ったりした。

留学生ファシリテーターは、研修員のグループに入

り、議論を支えたり、気づきを整理したりする役割を

担った。重要なのは、留学生が単なる運営補助ではな

く、研修員の対話を支える存在として位置づけられ

ていた点である。 

研修後に残された留学生の振り返りからは、多文

化の参加者が集まる場で対話を調整する難しさや、

相手の発言の意味を丁寧にくみ取ることの重要性に

気づいていった様子がうかがえる。また、研修員との

やり取りを通して、自身の教育観や支援のあり方を

問い直す経験となっていたことも明らかになってい

る。研修は、研修員だけでなく、留学生自身にとって

も学びの場となっていた。 

このように、JICA 青年研修は、海外の教員が日本

の教育を学ぶ場であると同時に、留学生が多文化的

な対話を支えながら成長する場ともなっている。留

学生を研修の担い手として位置づけることは、研修

の質を高めるだけでなく、国際協力を双方向の学び

として捉え直す可能性を示している。 

4．おわりに――2025年を転換点としての国際協力と

学校教育 

本稿で紹介してきた実践は、EDU-Port ニッポン事

業や JICA 草の根事業、JICA 青年研修といった国際

協力の枠組みを背景としながらも、その成果が単発

的な交流にとどまらず、学校教育の日常へと入り込

み始めている点に大きな特徴がある。特に 2025年は、

こうした動きが重なり合い、学校現場や教員、そして

留学生の関わり方に質的な変化が見られた年であっ

たといえる。 

附属義務教育学校における社会科の協働授業では、

海外の教員と対話しながら学ぶという経験を通して、

生徒が自らの見方や前提を問い直していった。同時

に、授業を構想・実践した教員自身も、言葉の選び方

や問いの立て方を振り返り、国際協力に内在する「無

意識の立場性」に気づいていった。この実践は、国際

理解を知識の獲得としてではなく、他者と向き合い

続ける学びの過程として捉え直す可能性を示してい

る。 

また、2025 年から顕在化してきた留学生の関与の

広がりは、日本の学校教育に新たな視点をもたらし

ている。武生高校や丸岡南中の事例に見られるよう

に、留学生は特別な講師や一時的な来訪者ではなく、

生徒と同じ場に立ち、共に考える存在として授業や

学習活動に参加している。こうした関係性は、生徒に

とって多様な考え方に触れる機会となるだけでなく、

教員にとっても授業の在り方を見直す契機となって

いる。 

さらに、JICA 青年研修における留学生の関わりは、

国際協力を支える人材育成の新たな側面を示してい

る。留学生は研修員の対話を支えながら、自身の教育

観や関わり方を振り返り、成長していった。このよう

に、研修は「教える側」と「学ぶ側」を明確に分ける

ものではなく、関わる人すべてが学び合う場として

機能していた。ここには、国際協力を一方向の支援で

はなく、相互に学びを生み出す関係として捉え直す

視点が表れている。 

これらの実践を通して見えてくるのは、国際協力

が学校教育にとって特別な出来事ではなくなりつつ

あるという点である。海外の教員、留学生、日本の教

員、生徒が、それぞれの立場を持ちながら同じ問いに

向き合うことで、学びの質そのものが変化している。

2025 年は、こうした動きが点として存在していた段

階から、線としてつながり始めた転換期であったと

位置づけることができるだろう。 

今後の課題としては、これらの実践を一部の学校

や個人の取り組みにとどめず、学校間や地域全体で

共有していくことが挙げられる。また、留学生や海外

の教員が関わる学びを、どのように継続的な仕組み

として位置づけていくのかという点も検討が必要で

ある。国際協力を通じた学びを、日常の教育活動の中

にどのように根づかせていくのかは、今後の重要な

テーマとなる。 

2025 年を一つの転換点として、福井県内の学校で

は、国や文化の違いを越えて「一緒に考える」学びが

静かに、しかし確実に広がり始めている。国際協力を

通じて育まれたこの学びの文化が、今後の学校教育

を支える基盤となっていくことを期待したい。 

なお、本稿で取り上げた実践の背景には、学校現

場や研修の場で共に考え、対話を支えてくれた先生

方、留学生の存在があった。特に、2025 年度に福井

大学教職大学院に在籍し、学校教育や JICA 青年研修

に関わった Atikah、Aysha、Kelvin、Pablo、Pearl、
Quennie の 6 名には、多様な視点と誠実な関わりを

通して、本稿で描いた学びの広がりを支えていただ

いた。ここに記して、心より感謝の意を表したい。 
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実践と語り合いを往還する中で育まれた省察 

     授業研究・教職専門性開発コース 1 年/附属義務教育学校前期課程 田中 志音 

 4 月から附属義務教育学校 前期課程でのインタ

ーンが始まったとともに、週間カンファレンスでは

同コースの方々と、また月間カンファレンスでは現

職の先生方とお話させていただく機会をこれまで積

み重ねてきた。私は良くも悪くも物事を批判的思考

で見ることが少なく、それ故に自分の考察が深まっ

ていかないところがあった。しかし、この教職大学

院では語り合いに重きを置いていることもあって、

多様な考え方に触れているうちに、自分の考え方や

実践に対して、より深い省察ができるようになって

きたと感じている。ここではそのきっかけとなった

一例をご紹介させていただく。 

 まずは、インターンでの出来事について触れる。

私は前期課程の 1 年生のクラスに週 2 日入らせてい

ただいており、学級には 35 人の児童が在籍してい

る。私にとっての理想の教師像「児童理解が出来る

教師」であるため、一人一人の児童と積極的に関わ

っていく中で理解を深めていくことを重視している。

しかし、同じ学年の児童が集まっているとはいえ、

通ってきた幼稚園も違えば、当然、家庭環境も異な

る。そうした児童の背景を理解した上で関わること

は想像以上に難しい。 

 それを痛感した理由が、ある女子児童との関わり

にある。その児童は比較的行動的で明るい印象だっ

たが、夏休み明けから学校生活に消極的な様子が多

く見受けられるようになった。その背景には彼女の

家庭環境などが起因しているようだったが、どうす

れば彼女がいつも通りの笑顔で学校生活を送ること

ができるのか悩みながらの関わりとなった。放課後

や休み時間など、彼女が興味を示しそうな話題を提

示したり、造形の授業では一緒に作ったりなど、と

にかく関わりを絶やさないように心がけた。彼女の

元気のない期間は 1 ヵ月以上続いたものの、今では

元の様子に戻り、むしろ彼女の方から以前より話し

かけてくれることも増え、最近では来年入学予定の

1 年生を招くお楽しみ会に向けて楽しそうに友達と

協力しながら準備を進める様子も見られた。以前よ

りもクラスメイトとの関わりが、より密なものにな

っているようにも感じられる。 

 あの時の関わりが正しかったかの答えは出ないが、

少なくとも児童理解をする上で、児童一人一人との

信頼関係を構築することは必要不可欠なことであり、

そのためには関わりを教師側から絶ってしまわない

こと、つまり「いつもあなたのことをちゃんと見て

いるよ」とメッセージを送り続けることが欠かせな

いと学んだ。 

 続いて、金曜カンファレスの語り合いの中で見え

てきたことを紹介する。1 の時間でのインターンの

語り合い、3 の時間での同期との研鑽も非常に実り

深い時間だが、今回は 2 の時間についての気づきに

ついて記述させていただく。 

 M2の方々の運営の下、ここ最近は「試パート」の

一環として、「授業グループ」「個別支援グループ」

「学級活動グループ」「生活指導グループ」の 4つに

分かれ活動し、各グループごとにインターンの場で

実践を行い、その上で試パート全体を振り返るとい

う流れになっている。 

 私は「個別支援グループ」に所属し、個別支援の

目的や在り方について意見を伝え合っている。私が

思う個別支援とは、「学級の子ども一人ひとりが『居

心地が悪くない』環境を整えること」だと考えてい

る。みんなが100％の満足感を得られる環境は無理だとし

ても、誰か一人でも「居心地が悪い」と感じることが続い

てしまえば、きっとその子は学級から離脱してしまうだろ

う。そうなっては、私の教育観である「自己存在感の感受」

は破綻してしまう。「子ども一人一人のエンパワーメント

を発揮できる場こそが学級である」と信じ、担任教諭は学

級経営をすべきではないか。 

 インターンでは自分の子ども達に対する関わり方

は正しいのか不安になることも多いが、これからも

自分の関わりを省察して専門性を高めていきたい。

 インターンシップ・週間カンファレンス報告 
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貴重な機会をいただいて 

     授業研究・教職専門性開発コース 1 年/岐阜聖徳学園大学附属小学校 

 稲葉 大晟 

教職大学院に入学し、インターンが始まってから

約 10か月が経過しようとしている。月火水は小学校

にインターンに行き、木曜日は岐阜拠点で木曜カン

ファレンスに参加するという 1 週間の流れもさすが

に染み込んできた。4 月に 3 年 1 組でスタートさせ

ていただいたインターンだったが先生からお話をい

ただいて 5 月は 3 年 2 組、6 月は 4 年 1 組、７月は

4年 2組とクラスを転々とさせていただいた。1月に

入り、このサイクルも 3 周目になった。1 周目はク

ラスが変わる度に、新しく入るクラスの児童の顔と

名前を覚えること、どういう子なのか知ること、ど

んなクラスなのか知ることで頭がいっぱいであった。

しかし、２周目となるとそういう「これをしなけれ

ば」「こういうことをしてみたい」といったことを考

えるよりも先に「あれ、この子なんだか変わったな」

「このクラスこういう雰囲気だっけ」と直感的に感

じることが多かった。どのクラスに入るときも前回

から約 3 か月空いているので、何も変わっていない

可能性のほうが少ないのかもしれないが、児童の変

化に気付くことができたということは自分の見取り

の成果のうちの 1 つであるともいえるのではないか

と思うので素直にうれしかった部分もある。 

一方で、寂しく思う部分もある。それは児童の変

化、成長のきっかけとなった場面や過程を見ること

ができないことが多いことである。先ほど述べた児

童の変化についても自分の中で「あれ、前と違う気

がするな」と思って、担任の先生に「○○さん、変

わりました？」と聞いて、そのきっかけや背景を聞

いたりすることでしか確かめることができない。例

えば、以前一緒に生活した際には引っ込み思案で授

業中も「先生わかりません」「先生何をすればいいの」

と私によく声をかけていた児童が、久しぶりにその

児童がいるクラスに入った際には、積極的に挙手を

したり、取り組むことをしっかり理解して黙々と取

り組んでいたりと同じ児童とは思えない姿が見られ

た。このことについて担任の先生に伺うと「○○さ

んだよね、そうそうすごく変わったよ。後期になっ

て班長になってからかな」とおっしゃっており、そ

こでその児童の変化・成長の背景を知ることができ

た。本来であれば組織決めの様子をみて、班長にな

ったことを把握し、その後の姿を見ることで「班長

になったことでどういう変化があったのか」という

視点で見取りをすることができるのだろうが、私の

場合は「どういう背景があってこうなったのかと考

えられるか」とあくまで憶測で終わってしまうこと

が多かった。はじめは、このことに関して少し考え

たり、他の院生の方に相談したりすることもあった。

時には「クラス固定してもらおうかな」と考えるこ

ともあった。 

しかし、今ではこれは自分の見取りの幅を広げる

チャンスであると考えている。憶測しかできないと

いうことは裏を返せば、いくらでも可能性を考えら

れるということでないかと思った。今回のケースで

考えると「班長になったから」という理由を知って

いればそこまでの見取りになるが、知らないことで

むしろ「友達関係なのか、家庭関係なのか、それと

も何かの行事がきっかけなのか」と様々な可能性、

視点から考えることができ、「では例えば友達関係で

あった場合誰と何があったと考えられるか。普段の

クラスメイトとの様子を見てみよう」と次の見取り

につなげることもできる。 

インターンが始まったばかりの頃は「見取りとは」

という段階だったが、今はどう見取りをし、深めて

いくのかがほんの少しだけだが分かったような気が

する。本当に貴重な機会をいただいた。いい意味で

も悪い意味でもインターンに慣れてしまっている部

分があり、多くのチャンスをいただけていることに

気付けていなかった。1 年目ももうすぐ終わってし

まうが、今一度気を引き締めて残りの日々を大切に

過ごしていきたい。 

補足しておくと、まるで今のクラス変動システム

に文句があるように読み取れる人もいるかもしれな

いが、それは違う。寂しいというのは純粋な私の感

情であり、むしろ多くの児童と関わる機会を提供し

てくださった先生には感謝しかない。 
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省察と実践の往還の中で 

― 金曜カンファレンスとインターンシップからの学び ― 

授業研究・教職専門性開発コース 1 年/福井県立丸岡高等学校 渡辺 悠日 

 金曜（週間）カンファレンスでは、日々の実践や

経験を振り返り、それを言葉として整理し、他者と

共有することの意義を改めて実感した。各参加者の

報告を通して、同じ教育現場に身を置いていても、

問題意識の持ち方や着目点によって見えてくる課題

が大きく異なることが明らかになった。特に印象に

残ったのは、実践の結果そのものよりも、「なぜその

ような結果に至ったのか」「他の選択肢は考えられな

かったのか」といった問いを重ねていく姿勢である。 

 カンファレンスでは、自身の実践を振り返るだけ

でなく、他者の視点を通して捉え直す機会が多くあ

った。自分では当然だと思っていた判断や行動が、

別の立場から見ると異なる意味をもつことに気づか

される場面も少なくなかった。こうした対話を通じ

て、実践を一度立ち止まって省察し、次につなげて

いくプロセスの重要性を学んだ。また、経験を個人

の中で完結させるのではなく、共有することで知見

として蓄積されていく点も、カンファレンスならで

はの学びであると感じた。 

 一方、インターンシップでは、実際の教育現場に

身を置くことで、これまで学んできた理論や知識が、

現場でどのように生かされ、また修正されていくの

かを具体的に実感することができた。授業計画通り

に進まない場面や、生徒の予想外の反応に直面する

中で、柔軟に対応する力の必要性を強く感じた。特

に、生徒一人ひとりの理解度や学習意欲の違いを踏

まえながら授業を組み立てていくことの難しさと、

それを支える教師の判断力の重要性を学んだ。 

 また、インターンシップを通して、授業以外の場

面における教員の関わりの大切さにも気づいた。休

み時間の何気ない声かけや、生徒との日常的な関係

づくりが、授業中の学びの姿勢や教室の雰囲気に大

きく影響していることを実感した。さらに、教員同

士の情報共有や連携が、学級経営や生徒指導を支え

る基盤となっている点も、現場で初めて具体的に理

解することができた。 

 金曜（週間）カンファレンスでの省察的な学びと、

インターンシップでの実践的な学びは、相互に補完

し合う関係にあると感じている。現場で得た経験を

カンファレンスで言語化し、他者の視点を通して捉

え直すことで、新たな課題や視点が生まれる。そし

て、その気づきを再び実践へと還元していく。この

往還の積み重ねこそが、教師としての成長につなが

るものであり、今後も大切にしていきたい学びの在

り方である。 

 

教師として居ようとする中で 

              授業研究・教職専門性開発コース 2 年/福井市中藤小学校 水野 敬太 

残り数か月でインターンや様々なカンファレン

スをはじめとする、この教職大学院での学びの環境

が終わろうとしている。この環境に対しての感謝の

気持ちと、４月から一人の教員として新たな環境で

子どもと関われること、さまざまな人と学びを共に

することへの楽しみが高まってきている。 

 金曜カンファレンスでは、生活指導をテーマとす

るグループで協働探究を行っている。現在は試パー

トであり、実践を行い、それを互いに吟味し合うパ

ートである。 

 教師は授業の場面に限らず、日常のあらゆる場面

で子どもと関わる存在であり、そのすべてが実践で

ある―――そのことは、頭では理解しているつもり

である。しかし、実際には「実践」と聞くと、どう

しても授業場面や意図的に構えた指導の場面を思い

浮かべてしまい、日常の何気ない関わりを同じ重さ

で捉えることができずにいる。 
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 インターン先での掃除の時間に、U 君の姿が気に

なり、自然と目で追っていた。Uくんは、雑巾を振り

回しながら遊んでいるように見えた。 

 その様子を見たとき、私はすぐに叱るのではなく、

「雑巾をグルグルしながら、どこを掃除するか考え

ているの？」と声をかけた。すると U くんは「そう

だよ！」と笑いながら返してきた。 

 そのやり取りの後、１分もしないうちに、Uくんは

配膳代の下やタブレットの充電ケースの下など、普

段あまり目が向かない場所を雑巾で拭き始めた。掃

除の時間は役割が決まっており、黒板係とほうき係

以外は、班長の指示に従って雑巾がけをすることに

なっている。Uくんの行動は、その指示には含まれて

いないものだった。 

 掃除の終わりには、班長が「今日がんばっていた

人」を発表する時間がある。そのとき班長が選んだ

のは Uくんだった。「みんなが掃除をしていないとこ

ろをしていて、いいと思いました。」と理由を添えて

いた。指示に従っていなかった行動を、班長が「よ

い行動」として捉えていたことに、私は強く心を動

かされた。 

 次の掃除の時間でも、U くんは物を動かして掃除

をし、余った時間には周りの子と同じように雑巾が

けをしていた。 

 教師が叱ることで行動を改めさせることは、決し

て簡単ではない。仮に行動が変わったとしても、そ

れは教師が見ている場面に限られてしまうこともあ

るだろう。言われた通りに掃除ができない子として

関わるのではなく、班長のように「みんながしない

ところを掃除する子」として認めることによって、

自ら掃除をする場面が増えていくのではないかと感

じた。 

 すぐに行動だけで評価しないこと、そして「何を

認めるのか」を自分の中で明確にした上で待つこと。

掃除の時間の一場面ではあるが、教師としての関わ

り方について、改めて考えさせられた出来事だった。 

 生活指導は「特別な場面」で起こるものではなく、

日常の関わりの積み重ねである。そのことを理解し

ているつもりでいながら、実感としてはまだ追いつ

いていない。だから今の私は、実践を急いで定義す

るよりも、「これは実践だったのだろうか」と立ち止

まって考える自分で居ようとしている。 

少し堅い言葉ばかりになってしまいました。 

 卒業後、４月から新しい環境で教員として忙しい

日々を迎える前に、ぜひあなたと共に語りたいです。
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４月からこれまでを振り返って 

                       ミドルリーダーコース１年/宮古島市西城小学校 石垣 貴洋 

大学院に入って、約 10か月が経過した。小学校英

語専科から特別支援コーディネーターや担任として

勤務校に戻り、業務に追われている日々を送ってい

る。その中で、前任者の取り組みや思いをコーディ

ネーターの立場で共感し、改めて特別支援教育の大

切さや難しさを感じている。また、大学院のカンフ

ァレンス・ランドテーブル等を通して、私の教育観

や授業観、児童観も大きく変わっていった。日々の

実践・反省と気づきを大学院で学んだことを合わせ

ることに悩みながら取り組んでいるのが今の私の現

状です。 

4 月からコーディネーターとして行ったことは、

自身の学級運営と並行して、各学年学級との支援に

関する校務が多いです。具体的に、支援が必要と考

えられる児童生徒についての相談、支援についての

提案、特別支援に関する教育委員会への提出報告、

通級学級児童の状況把握などを行ってきました。こ

の校務についてから、学級担任や専科の時には気づ

かなかった仕事を行ってみて、今まで見て感じてい

た特別支援への考え方について大きく変り、難しさ

を感じています。その中で、大学院のラウンドテー

ブルに参加し、自分や学校の現状を振り返って言語

化する時間は、とても貴重な機会です。 

今、どの小中学校でも次年度に向けて校内研や学

校教育計画についてなど会議が行われ、年度末に向

けて取り組んでいます。私は、大学院でのテーマを

西城小学校の学校目標「自分の考えや思いを表現で

きる児童の育成～〈個別最適な学び〉と〈協働的な

学び〉の一体的な充実に向けた授業改善～」に置き、

私が持つ特別支援学級の児童たちが学校目標に近づ

くために、自立活動を主として、児童の身につけさ

せたい資質を育成できると考えていました。しかし、

実施し振り返ってみると、私のテーマや思い・取り

組みは、児童の実態には合っておらず、私だけが先

行し児童は置き去りでした。この状況を変えるため

に私の教育観・児童観を変えなければならないと思

い、児童のやりたいこと頑張りたいことやこれまで

の積み重ねしてきた事などを話し合い、前担任の先

生方に相談しました。この過程は、カンファレンス

等で話し合う「省察」だと実感しました。私と児童

の思いが同じ方向を目指しため、自分の事をかえり

みて考えをめぐらせて伝え実施していくことが、自

身の教育観等を変えているのだと感じています。同

様に、チーム西城小も校内研修の目標を目指すため

に、これまでの教育観や児童観等も少しずつ変えて

いくことが求められていると考えます。 

西城小学校では 1月の後半に今年度の校内研修の

振り返りを話し合いました。その際に今年度の成果

と課題がでてきましたが、「課題を具体的にどう取り

組んでいくのか」について決め手になる意見等が決

まらず、成果や課題だけなく全国学力調査や学校評

価アンケート（職員・児童・保護者）の結果等を基

に話し合っていくと、方向性が出てきたと思いまし

た。ラウンドテーブル等で話し合っている省察を意

識し、西城小でもチームとして学校課題の解決に取

り組めるよう、大学院での学びを重ねていきたいと

思います。 

 
 
 
 
 
 
 

 ミドルリーダー/マネジメントコースだより 
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問い続ける場、学び続ける場 

          学校改革マネジメントコース１年/岐阜市立陽南中学校 大前 剛士 
０． はじめに 

 「あなたはどんな学校にしたいの？」 

聞かれたことがありそうでなかった問いであり、

自分が今いるこの場所は、そういうことを考え、語

り合い、実践していくのだということを再認識した

瞬間でもあった。 

間もなく教職大学院１年目を終えようとする中で、

月間カンファレンスやラウンドテーブル、集中講座

などを通して、様々な先生方との出会い、長期実践

報告を通しての対話などがあった。冒頭の問いも同

様である。ここでは、それらを振り返り、自分の学

びを確かめるべくまとめていきたい。 

１．他者からの学び事例 

（１）「教師の変容を見とる」遠藤 健先生 

これは福井でのカンファレンスにおける長期実践

事例から学んだことだ。それまでは職員集団として

どのような課題があるのか、どのような取組ができ

るのだろうかを漠然と考え実践していた。しかし、

この実践事例では、教員一人一人に目を向け、七名

それぞれと「授業を一緒にやる」、「実態に寄り添う」、

「探究の具体を見直す」、「講話の意義を考える」、「校

外学習の意義を考える」、「論文を協働する」、「共に

授業準備」という実践を行っていた。「この職員とこ

のように取り組んだらこんな変容が見られた。」と語

られる実践に、授業で、生徒一人一人の実態を把握

し、個に応じた指導・援助を行ってきたのと同様な

のだと痛感した。組織全体を見る力も当然必要であ

るが、そのアプローチの方法は様々であること、教

員一人一人の実態や意識を的確に捉えていくことも

学校改革には必要だと改めて感じた瞬間であった。 

（２）「自分事として」岩間 緑さん 

夏のラウンドテーブルでは、ワールド・ビジョン・

ジャパンの岩間緑さんのお話を伺う機会があり、ヨ

ルダンにおけるシリア難民支援事業として、現地の

学校の状況、生活の状態などを学ぶことができた。

ヨルダン人の児童とシリア人の児童との間にある隔

たり、差別等の問題解決に向けた、補習授業を通じ

た交流など、現地スタッフや関係者と共に工夫と改

善を重ねられていることが分かった。当たり前に学

べる環境があることに感謝するとともに、私が勤務

する中学校の三年生が総合的な学習の時間に掲げる

「平和学習」にも関連する内容だと感じた。これま

では過去の「戦争」「原爆」に焦点が当てられている

が、今起こっていることを知ること、それを踏まえ

た「平和」への考えをもつことも求めていかなけれ

ばならないと感じた。また、岩間さんから投げかけ

られた、日本の児童生徒たちに「自分事」として捉

えてもらう難しさ。知る、考えをもつことだけでは

足りない、その先にある、自分の言葉で表現するこ

と。強い目的意識をもって「知り」「考えをもち」「伝

える」。このプロセスも、「自分事」として捉えるこ

とにつながっていくのではないかと考えた。 

２．実践に生かす 

 遠藤先生からの学びを受けて、私自身が行ったこ

とは、教員の意識に目を向けることだ。具体的には、

アンケートを行った。今年度からスタートした研究

主題への困り感、積極的に参加してみたい研修のテ

ーマ例など、回答結果を見るだけで、私がいかに教

員の姿を一面的に捉えていたかがよく分かった。こ

れらを対話や実践コミュニティ育成につなげる土台

としていきたい。 

 岩間さんからの学びを受けて、総合的な学習の時

間の探究のプロセスに目を向けた。特に「課題の設

定」「まとめ・表現」に関わる生徒の意識、学びの必

然性を捉え直したり、ゲストティーチャーとの関わ

りの機会を継続的に行っていくことなどを相互に担

当と相談しながら進めたりしていくようにした。目

に見えて、生き生きと学びに向かう生徒の姿を感じ

ることができている。 

３． おわりに 

 大学院での学び、刺激を勤務校で「どのように」、

「どれほど」還元していくか。この積み重ねが冒頭

の問いである、「あなたはどんな学校にしたいの」に

対しての私自身の答えになっていくのではないだろ

うか。これからも自分自身、仲間に問い続けて、学

び続けていきたい。 
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実践を語り、組織を育てる 

学校改革マネジメントコース 1 年/草津市立玉川こども園 中川 珠紀 

私は、思い立つとじっくりと考えることなく、す

ぐに行動してしまう。良いのか悪いのかわからない

が、昔からそういった気質がある。 

今年、正月恒例の箱根駅伝も「実際に目で見て感

動を味わいたい」と思った瞬間、最終日の１０区を

沿道で観戦していた。 

教職大学院で学ぶきっかけも同様で、園長研修会

で岸野先生と出会い、同じ立場の多くの仲間が学び

続けていることを知り、話を聞くうちに自然と心が

動いた。これまで、園運営を学問として学ぶという

発想はほとんどなかったが、気が付けば学び始めて

から１年が経過しようとしている。 

教職大学院での学びを通して、最も大きく変化し

たのは、組織の捉え方である。以前は、園の方針や

制度、役割分担によって組織は動くものと捉えてい

た。しかし、月間カンファレンスをはじめ、自身の

実践を多くの同じ学びを進めている仲間や先生方と

の語り合いにより、多様な視点や新たな気づきを得

てきた。当たり前だと思っていた判断や関わりも、

他者の問いや言葉によって捉え直され、実践を見つ

め直す力が育ってきたのではないかと思えることも

ある。組織とは人と人との実践の積み重ねによって

生成される動的な存在ではないかとも考えるように

なった。 

理論書『コミュニティ・オブ・プラクティス』の

学びからは組織やコミュニティは、上から設計され

るものや、指示や制度、理念によって動くのではな

く、日々の実践を中心に人が繋がっていることで形

成されていること、そして、コミュニティそのもの

が保育をつくり、保育がまた、コミュニティを育て

ていくという関係性や保育をつくることの本質を学

んだ。 

この組織観の変化は、園長としての自身の在り方

にも大きな影響を与えている。この学びを受け、今

年度は、園長としての関わり方を意識的に変えてき

た。これまでのように、方針を示し、判断や指示す

ることを優先するのではなく、職員一人ひとりの実

践に耳を傾け、背景にある思いや迷い、その意味や

価値を言語化し共有する場を意図的につくようにし

た。会議では結論を急がず、「何が起きているのか」

「子どもたちはどう育っているのか」という問いを

職員と共にもち、実践を中心に語り合うことを大切

にしてきた。小さな取り組みではあるが、保育の振

り返りを複数の職員で行う機会を増やし、学年や立

場を越えて実践が行き交う関係づくりにも取り組ん

でいる。 

 また、職員一人ひとりの熱意や関心には差がある

ことを課題として捉えるのではなく、多様な関わり

があることを前提に、全員を同じ方向に動かそうと

するのではなく、動き始めている人を支え、その実

践が周囲に波及していくことを待つ姿勢へと自身の

意識が変化してきたように思う。 

 組織を「動かす」園長から、実践が育つ環境を「整

える」園長へと、自分自身の在り方が変わってきて

いると感じている。 

 教職大学院での学びの意義は、理論を知識として

得たこと以上に、こうした組織の捉え方の転換と自

身の実践を問い続ける姿勢を獲得できた点にあると

感じている。 

次年度は、これらの学びを長期的な実践として位

置づけ行っていく中で、その中で浮き出てくる園と

しての課題をより明確にしながら、「我が園にとって

の改革とは何か」を探求していきたい。 

また、実践と省察を往還し続けることで、園文化

そのものを少しずつアップデートしていける一年に

していきたいと考えている。 
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気付きから学ぶ 

学校改革マネジメントコース２年/福井市松本小学校 小林 千恵美 

「相談の仕事」未知の分野に足を踏み入れた。だ

が、この校務は実は 4 年前からいただいていたもの

だった。学校カウンセラーとの連絡調整。軽く考え

ていた自分に気付く。 

丁寧な支援と説明で応える学校。支援体制の分野

は、学校を支える根っこの部分だ。「授業と児童支援

は一体化していて別物ではない」と自分が皆に伝え

ながら、児童支援の個々の対応が相談の仕事である

ことの自覚は足りていなかった。 

朝、児童玄関に立って子供たちを出迎える。「おは

ようございます！」と元気に挨拶する子、礼儀正し

く会釈をする子。逆に目があっても挨拶を返せない

子、うつむいて通り過ぎる子。さまざまな姿から、

声をかけたり見守ったりの日々である。 

自分は相談担当として担任とどれだけ朝の様子

を共有してきただろうか。もちろん、気になること

は伝えてきた。すぐに教室に電話したこともある。

放課後わざと学年主任の前で話題にすることもある。

しかし、「相談につなぐ」ということになると、あま

り担任の先生方も積極的に伝えてはこない現状が見

えた。月一度の生活アンケートに、いつでも相談に

のれると伝えてもらうようにもした。 

相談担当としてもっと動くことを促されて、よう

やくどう動くかを考えることになった。本人との会

話から、今後の手立てを探るということは難しいこ

とだった。それでも、決断はしていかなければなら

ない。居場所をどこにするか、日々変わる本人の状

況も踏まえて、フローチャートのように手立てを起

案した。担任や学年主任からの見取りも入れた。教

頭も児童や保護者の見取りをして、協働体制で関わ

っていく。サポートルームの担当と情報を共有して

いるのも教頭だ。この体制が組めることはとても心

強かった。どうしても連絡や報告がすれ違ってしま

うこともあったが、お互い状況を理解し、思いやり

をもってカバーし合える関係だった。 

今後、C4thの導入にあたり、児童の情報が一元化

される。学籍関係はもちろん、欠席・遅刻など登校

の状況や、児童の「いいところ」として所見を入力

し、児童支援につなげることなど、全員で状況把握

ができるシステムらしい。 

実際、Teams やロイロノートの導入で、瞬時に共

有できるシステムはコロナ禍以降格段進んだ。授業

一つとっても、タブレットひとつで考えや作品が集

約できる。教室まで持っていかなくても資料はタブ

レットで共有できるのだ。 

しかし、様々な朝の挨拶の表情があるように、微

妙な変容はデータでは見取りきれない。人が受け取

る感覚はデータ化されない。データで素早く受け取

り処理して良いものと、じっくり観察して心で受け

止めて返し方を考えるべきものと、うまく使ってい

きたいと思う。 

冬期集中の語りの中で、「暗黙知」について書こう

とおっしゃった先生に対し、「暗黙知を言語化するこ

とは難しい。言語化できる暗黙知は暗黙知とは言わ

ない。」というコメントを聞いて、なるほどと思った。

私もコミュニティオブプラクティスの「形式知と暗

黙知」について考え続けていたが、そう簡単に広ま

ったり受け継がれたりするものではない気がしてい

る。 

自分の中にある「暗黙知」は、生まれた時から人

やモノや事に影響を受けながら、学んだ過程で流れ

ているものだと思う。意図して学んだわけでもなく、

間違ったことを学習してしまった場合もあるだろう。

それに気付き、修正していくために学び続ける。今、

こうして長期実践を書くことで、今までの自分に気

付き、これからどうしたいかに気付くと信じて進み

たい。 

人の気持ちを感じ取る豊かさに自信もない中で、

相談の仕事の大切さや具体に気付き、ようやく実践

を始めた。毎朝の登校チェックと、一日の記録であ

る。続けるうちに、一つでも子供の変容から先手を

打てる事例や解決に向かう事例が出てくるといい。 

自分に得意なものは一つもあげられないが、新し

いもの、未知の世界への挑戦、人とのつながりは前

向きにとらえる気持ちをもっていたい。 
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思いがけない、わくわく感 

         学校改革マネジメントコース２年/福井大学教育学部附属幼稚園 澁谷 喜代子 

 長期実践研究報告の執筆に挑戦する年となり、今

年度スタートしたときからずっとそわそわしていま

した。これまでに、修了生の方々の報告書を手に取

り、読ませていただくことがありましたが、積み重

なる実践や、繰り返される丁寧な省察が書かれてお

り、どれも読み応えがある立派なものでした。綴ら

れたたくさんのページ数に圧倒されていたこともあ

り、皆さんの取り組みに感動すると同時に、私にこ

れだけの実践があるのかという心配がどんどん積も

っていきました。長期実践記録を書かねばという重

圧がいつも頭の片隅にありながら、どうやったら皆

さんのように思いを紡いでいけるのか、そもそも私

が語りたいことは何か、と不安と焦りを感じていま

した。 

 私は、教職大学院で学ぶ２年の期間、地元高浜町

から派遣のような形で、福井大学附属幼稚園に配属

させてもらっており、この経験は貴重なものとなっ

ています。高浜町の中だけで保育士をしてきた私に

とっては、同じ幼児教育の世界であっても、また別

の新たな文脈に出会い、世界が開けたように思いま

す。実践記録は、この２年間の実践を中心に、自身

の思いの変容を綴っていくことになるのだろうと、

漠然とした思いを浮かべていました。 

集中的に執筆に取り組む冬期集中講座を前に、書

いていけそうな事柄は何かを考え、そのキーワード

を書き出してみました。すると意外にも、これも書

きたいかな、あれも書きたいかも、と思えることが

次々に並んでいき、この福井の地での学びについて、

いろいろと私なりに思考を巡らせてきたのだなと感

じました。それは、ただ実践しているだけでは思い

として残ってこなかったことかもしれません。教職

大学院のカンファレンス等で語り、また他校種の先

生方の話を聴いていくなかで、思い巡ったことであ

ったが故、私の中にも深く刻まれていったことなの

ではないかと感じます。 

これらのことを書いていくとして、どんなふうに

まとめていこうかと考えていると、思いもかけない

感情が芽生えました。それは“わくわく”です。私

は、論理的に整理することが苦手です。保育事例を

書いていくときでも、エピソード部分は誰にでも伝

わるようにと気を使って書くとはいえ、事実に忠実

に書けばいいので、時間さえあればそれなりにまと

めることはできます。苦労するのは省察。ここで必

要なことが論理的思考なのだと思っています。いつ

もその部分でつまずき、自信なくまとめていくこと

となり、何度取り組んでみても苦手なこととして殻

を破ることができていません。長期実践研究報告書

ともなると、もっと壮大なものとの印象であり、挑

むのがとても怖かったわけですが、それにもかかわ

らず、私の中で“わくわく”とした感情が湧いてき

たのは自分自身がビックリでした。 

私にとって、とても苦しい挑戦なはずなのに、わ

くわくするのはどうしてか。それは “語りたいこと

がある”ということなのかなと考えました。附属幼

稚園の園内研究会での先生たちの語り合いがまさに

その“わくわく”で溢れています。語りたい子ども

の姿がある。語りたい仲間がいる。そこに“わくわ

く”が生まれているようでした。それと同じという

ことでよいのかわかりませんが、きっと私は、自身

の中にあるものを、誰かに伝えたいという思いが湧

いてきていたのだなと感じました。 

冬期集中講座は、ただ実践記録を執筆するという

だけの時間ではありませんでした。3 日間連続の 2

サイクル。どの日も、まずはグループで集まり、そ

の日の取り組み内容などについて語り合い、その後

に個人で集中して書き進める時間となります。個人

の時間を過ごしたあとには、再度グループで進捗状

況を確認しながらのその日の思いなども語り合いま

した。書いていく作業は孤独であり、思考が一定化

してしまい行き詰まりを感じることがあるのですが、

グループの中で語り、また聴くことで、頭の中や心

をほぐされる感覚があり、狭まっていた視野を広げ

直すこともできました。そうやって、互いに支え合

い、共に進めていく感じが心強かったです。 

この原稿に向き合っている今は、長期実践記録執

筆の大詰めの時。書き進めた文章を繰り返し見直し

ていると、なんとも浅はかなものだと恥ずかしい気

持ちになり、わくわく感なんてものはもうありませ

ん。今はとても苦戦し“もやもや”しています。そ

れでもせめて、今後を見据えた部分には“わくわく”

した気持ちを乗せられるといいなとの理想を抱き、

最後まで頑張りたいと思います。 
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長期実践研究報告を執筆して 

                学校改革マネジメントコース２年/千代田区麹町小学校 田村 砂弥香 

 ２日前、福井大学連合教職大学院での２年間の学

びの集大成となる、長期実践研究報告を提出した。

ひとまず提出締め切りに間に合ってホッとしている。 

 校長１年目の終わり、本校の児童の実態を踏まえ

て、探究的な学習に取り組もうと決めた。校内研究

で取り組むからには、自分も探究的な学習について

学びを深め、研究に参画したいと考え、福井大学連

合教職大学院の門を叩いた。その時点ではまだ、こ

の教職大学院が、カンファレンスやラウンドテーブ

ルを中心とした独特な学びの場であることもよく分

かっておらず、「探究を学ぶのではなく、自分が探究

するのか！」と気付いたのは、実際に入学してから

だった。カンファレンスでは、「こんなに自分のこと

を話すの？」と最初は驚いたが、院生同士がそれぞ

れの実践や葛藤を語り合う時間は、まるで乾いた喉

を潤すような感覚だった。学校改革マネジメントコ

ースには、私と同じく現役の管理職も多く、普段学

校では話せないようなこともざっくばらんに話し、

新たな視点や多くのヒントを得ることができた。 

 Ｍ１の一年間は、Ｍ２の院生が長期実践研究報告

の執筆に取り組む姿を近くで見てきた。どの院生も、

「お正月も休みなく書き続けた」、「もっと早く書き

始めればよかった」と話していたので、できるだけ

計画的に書き進めようと思った。Ｍ２の夏期集中講

座で、ある程度実践をまとめたものの、夏休みが終

わってからは日々の対応に追われ、全く執筆に取り

組む余裕がなかった。そうこうするうちに、冬期集

中講座のシーズンを迎えてしまった。 

 冬期集中講座は Cycle１と Cycle２を合わせて、６

日間の時間がある。６日間集中すれば何とかなると

思っていたが、一向に執筆が進まなかった。これま

でのレポートを読み返したり、「ディシプリンってな

んだっけ」などと文献を確認したりしている間に、

どんどん時間が過ぎてしまうのである。１ページ書

くのに２～３時間かかったこともあり、「これ、物理

的に終わらないのではないか？」と、さすがに私も

焦り始めた。「ランニング・ハイならぬライティング・

ハイになる瞬間がありますよ。」と聞いていたが、私

にはそんな気配は全く感じられなかった。 

ようやく執筆が乗ってきたと感じられたのは、

Cycle２の３日目、冬期集中講座の最終日である。こ

れまでの校内研究の資料や記録を読み返してまとめ

ているうちに、自分の変化や、教員の成長に気付い

た。うまくいかなかったことも含めて、「みんな、こ

んなに頑張ってきたんだ。」と感謝の思いに包まれる

瞬間があった。そこからは、寸暇を惜しんで、通勤

途上の電車内でも書き続けた。ひととおり書き上げ

てからは、何度も読み返して気付きを深め、書き足

し、カンファレンスや文献等から学んだことと紐付

け、推敲した。推敲する時間は楽しかった。 

 事実を記録するだけならいざ知らず、省察には、

時間がかかるのだと気付いた。否が応にも、自分自

身の性格や価値観、そのときの感情と向き合わざる

を得ない。特に、自分にとってまだ生々しい記憶を

思い出すときは、心のブレーキがかかるのか、なか

なか執筆が進まなかった。逆に、思い出と言えるほ

ど昔の話は、さくさく書ける一方で、一度では省察

が深まらなかった。何度も読み返しながら、忘れて

いたことを思い出したり、エピソードがつながった

りして、少しずつ書き足していった。 

 タイトルもなかなか決まらず、当初は「一人一人

の力を最大限に活かすチーム学校の組織づくり」と

していた。しかし、全体像が徐々に形を成すうちに、

「私が書きたかったのは、組織づくりのことではな

いのかも」と考え直した。私は、これまで様々な立

場から教育に関わってきた経験を振り返り、学校教

育の本質をどう捉えるか、それを問い続けてきたの

だ。結局、タイトルは、「教え育むということ― 保

健室・教育行政・校長室の多様なアングルからとら

えた学校教育の風景 ―」とした。 

 ２年間を振り返って、カンファレンスもラウンド

テーブルも全てが勉強になったが、長期実践研究報

告を書いたこと、書きながら考えたことそのものが、

最も大きな学びだったと確信している。今後どのよ

うな立場になっても、時々この長期を読み返し、今、

続きを書くならどうするだろうと自分に問い返しな

がら、教育に貢献していきたい。ご指導いただいた

先生方、本当にありがとうございました。 
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新たな学びは対話から生まれる 

                学校改革マネジメントコース２年/越前市武生第六中学校 中屋 安智 

私は教職大学院でのたくさんの出会いに本当に感

謝している。振り返ってみれば、２年前、ただひた

すらに子供たちと真正面から向き合ってきた経験だ

けを抱えて、教職大学院の門を叩いた。ここでどん

な学びができるかなど、まだ想像もしていなかった

ように思う。学校現場での教育実践に携わりながら、

月に一度のカンファレンスを通して、理論と実践を

往還させる学びを続けてきた。日常の業務と学修の

両立は容易ではないが、大学院での学びは、日々の

実践を立ち止まって振り返り、自身の教育観や学校

の在り方を根本から見つめ直す重要な機会となって

いった。 

勤務校では生徒指導主事を務めており、生徒指導

の方針立案や実践の中心的役割を担っている。私が

生徒指導において大切にしているのは、生徒一人一

人の「自己存在感」を高めること、「共感的人間関係」

を育成すること、「自己決定の場」を意図的に保障す

ること、そして生徒が安心して学校生活を送ること

ができる「安全・安心な風土」を学校全体で醸成す

ることである。これらは相互に関連し合い、いずれ

か一つが欠けても、生徒の健やかな成長や学びの保

障は難しいと考えている。 

従来の生徒指導は、問題行動への対応に重点が置

かれがちであった。しかし私は、特定の生徒のみを

対象とするのではなく、全ての生徒を視野に入れた

発達支持的生徒指導を基盤に据えてきた。課題が顕

在化している生徒への支援はもちろん重要であるが、

日常の学校生活の中で見過ごされがちな生徒にも継

続的に目を向け、予防的・開発的な関わりを重ねる

ことが、結果として学校全体の安定や成長につなが

ると考えている。そのため、日々の声かけや面談、

学級や学年での取組を通して、生徒が自分の思いや

考えを表現できる機会を大切にしてきた。 

また、生徒指導主事として個人の対応に終始する

のではなく、教職員集団としての共通理解と協働を

重視してきた。生徒の姿や指導の方向性について、

職員間で丁寧に共有し、対話を通して合意形成を図

ることが、生徒にとって一貫性のある支援につなが

ると考えている。このような組織的な生徒指導の在

り方について、大学院で学ぶ学校組織論やマネジメ

ントの視点は、大きな示唆を与えてくれた。 

大学院での学修の中でも特に印象深かったのは、

カンファレンスにおける対話的な学びである。校種

や職種、経験年数の異なる多様な院生や教員と教育

観や実践について語り合う中で、自身の考えや判断

の背景にある価値観を見つめ直す機会を数多く得た。

他者の実践に触れることで、自分が無意識のうちに

前提としていた指導観や生徒観が揺さぶられ、新た

な視点から学校現場を捉え直すことができた。 

カンファレンスでは、生徒や教師の在り方、学校

組織の課題について、正解を求めるのではなく、対

話を通して意味を共有していく姿勢が大切にされて

いた。その中で、自身の実践を言語化し、他者に伝

えることの難しさと同時に、語ることによって考え

が整理され、深まっていく過程を実感した。この経

験は、学校現場において教職員と協働し、学校改革

を進めていく上で欠かせない力であると感じている。 

こうした大学院での学びを通して、私はこれまで

の自分の実践や判断を、より客観的かつ構造的に省

察する姿勢を身に付けることができた。目の前で起

こっている事象に即時的に対応するだけでなく、そ

の背景にある学校文化や組織の在り方に目を向け、

長期的な視点で改善を図る重要性を認識するように

なった。生徒指導主事という立場は、個人の力量だ

けで完結するものではなく、教職員一人一人の思い

や実践をつなぎ、組織としての方向性を示していく

役割であると改めて自覚している。 

今後は、教職大学院で得た理論的知見や対話を基

盤とした学びを、学校現場に還元していきたい。生

徒一人一人が自己の存在を肯定し、他者と安心して

関わりながら成長できる学校づくりを進めるととも

に、教職員が互いの実践を尊重し、学び合い続ける

組織文化の形成に貢献していきたいと考えている。

学校改革マネジメントコースで学んだ者として、持

続可能な学校改革を現場から実践していくことが、

今後の私の使命である。  
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「探究」「省察」のスパイラルと「対話」の意味 

学校改革マネジメントコース 2 年/岐阜県瑞穂市立生津小学校 野倉 理志 

8 月より本記録の執筆に取り掛かかり 5 カ月をか

けてまとめることができたが、冬期集中サイクルを

終え、長期実践記録の執筆も終わりに近づいてきて

いる。私の連合教職大学院での学びは、令和 6 年 4

月から始まったのであるが、その 2 年間で多くの知

識を得ることができたと感じている。 

連合教職大学院においては特に「実践の中の理論」

の生成をテーマに「探究」「省察」のスパイラルと、

それを支える「対話＝ラウンドテーブル」を重点に

院生の学びを進められているのであるが、長期実践

記録をまとめ上げた今になってようやくその意味を

理解することができてきたのである。 

遅いようではあるが、本ニュースレターにおいて

この 3つの重点について学んだことをまとめたい。 

１．実践を繰り返す＝「探究」 

令和 6 年度のＭ１の時期は、教務主任と研修主事

の職に就いていたこともあり、教育課程と研修実施

において多くの実践を進めてきた。勤務校における

標準授業時数や日課表の見直しを行い、併せて年間

の職員研修を計画し実践を行ってきた。 

その年の 7 月のラウンドテーブルにおいて小浜市

立小浜第二中学校の加福秀樹校長の実践である『教

師自身の「主体的・対話的で深い学び」を支える協

働』の資料を拝見し衝撃を受けた。加福秀樹校長が

行ってきたカンファレンスを用いた研修形態の実践

と、私が行おうとしていた対話形式による職員研修

の計画が一致しており自分の実践に自信がもてたこ

とを覚えている。また同時に加福秀樹校長は、各教

職員の成長を詳しく分析し実践されている資料を読

みながら教諭と校長の視野の違いを感じ、管理職の

目線について学ぶことができた。 

連合教職大学院においてのメリットはやはり「理

論」と「実践」の往還ができることである。加福校

長や、その他多く方々の実践から学んだことや、実

践フォーラムでの様々な講演内容が私の知識となり、

職場での実践に対する意欲に繋がったと感じている。 

２．「省察」から生まれるもの 

令和 7 年度は、勤務先が変わり教頭として職務に

就くこととなった。4 月当初は勤務先も職種も変わ

ったこともあり、実際には教職大学院の学びを上手

く続けられない状況であった。また管理職の仕事と

教諭時代に行ってきた実践が結び付かず、今後どう

職務を行っていくのかを悩んだ時期でもあった。 

8 月頃にようやく仕事に余裕がもてるようになり

長期実践記録の執筆を始めたのであるが、自分の生

い立ちから教員としての実践を振り返るうちに、自

分自身が教員として何にこだわって職務に就いてい

たのかを知ることができるようになってきた。また

同時にこれから自分が管理職として何にこだわって

職務に就けばよいのかを明確にするきっかけにもな

った。長期実践記録の結びは「今後の展望と具体的

方途」としてまとめたのであるが、本記録をまとめ

ることが私の教員人生の振り返り＝「省察」となり

明日からの「意欲」へと繋がっている。 

３．「対話」の意味 

 連合教職大学院での大きな学びはやはり「対話」

を基本としたコミュニティのあり方を知ったことで

ある。 

 前途に「探究」「省察」について記したが、これら

すべては、この 2 年間で多くの方々と語り合い、そ

こから学ばせていただいたことで実感できたことが

多い。特に岐阜聖徳学園大学で共に学び合った方々

との学びは大きいと感じている。職場、立場、年齢

等すべてが違う同志との実践は、私の教員人生の大

きな省察の場となり、多くの実践のヒントを頂いた

と感じている。 

 

 文部科学省において令和の日本型学校教育で今後

進めるべき教育の在り方については、「個別最適な学

び」「協働的な学び」が必要であると定義づけしてい

る。それは教職大学院における「実践の中の理論」

を探究・省察する営みと、対話の営みと同義である

と感じる。きっと「子どもと教師の学びは相似形で

ある。」といった中央教育審議会の答申の意味はこの

ことであると捉えている。 

 3 月まで残り少ない期間であるが、連合教職大学

院で学んできたことを最終省察しつつ、私自身が今

後の学校教育にどのように向かい合っていくのかを

考えていきたい。 
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引っかかりを手放さずに 

             授業実践・教職専門性開発コース２年/羽島市立中央小学校 府川 優美 

この冬期集中講座は、長期実践研究報告書（以下、

報告書）を執筆の時間であると同時に、自分自身と

長く向き合う時間でもあった。 

教職大学院の院生としてのタイムリミットが迫

ってきている。この 2 年間で、私はずっと「自分は

何をしたいのか」「いま何に引っかかっていてもやも

やしているのか」を考え続けていたように思う。こ

の冬期集中講座で報告書をまとめる中で、これまで

以上に自分自身の経験や思考と向き合っているとい

う実感があった。実践を整理し言葉にする作業は、

単に大学院での学びを振り返るというよりも、自分

の人生の一部を振り返る時間になっていた。これほ

ど長い時間をかけて、自分自身とじっくり向き合う

機会はこれまでなかったし、これから先もそう多く

はないのではないかと思う。 

振り返ってみると、インターンでもカンファレン

スでも、私は常に批判的な視点で物事を見てきたこ

とに気づかされた。どこにいても、「どうして？」「こ

うすればいいのに」が私の思考の中心にあった。批

判的な視点そのものが悪いとは思っていない。むし

ろ、いま何が課題なのかを見つけることは、その場

に長くいる人ほど気づきにくい部分でもあり、外部

の立場で関わるインターン生だからこそ果たせる役

割でもあったと感じている。子どもたちが何に興味

をもち、何によって意欲を削がれ、どのように学び

を深めていっているのか。先生方にとっては日常で

ある言動が、子どもたちにどのような影響を与えて

いるのか。そうしたことに気づけた場面は数多くあ

った。例えば、音楽科の授業で、自分なりの感じ方

をもっていても「合っているか分からないから」と

言葉にできずにいる子どもの姿を見たとき、そうさ

せるのは一体何なのか、学びの場が子どもにとって

どのような意味をもっているのかを考えさせられた。 

カンファレンスにおいても、常に同じ場に身を置

いているわけではないからこそ、その良さや価値、

同時に難しさについて考えながら参加することがで

きたように思う。外から見る視点があったからこそ

見えたものは、確かにあった。 

ただ一方で、報告書を書き進める中で、あること

にも気づかされた。それは、「批判すること」だけで

は、どうにもならないということだった。課題を見

つけることと、それを自分自身の問題として引き受

けることは、決して同じではない。カンファレンス

の場で、「あなたにはどうしようもできないことばか

りを考えるのではなく、いま目の前にあることの中

で、できることから考えていけばいいのではないか」

といった言葉をかけられることが何回かあった。当

時の私は、その言葉を十分に受け止めきれず、もど

かしさを感じていた。しかし報告書をまとめる過程

で、その言葉は、課題を否定するものではなく、「自

分は何を引き受け、どこに立って関わろうとしてい

るのか」を問い返すための視点であったのだと、少

しずつ捉え直せるようになってきた。では、私自身

はどうだったのか。そのとき何を考え、なぜそう感

じたのか。その思考の背景にはどんな経験や不安が

あったのか。別の視点から捉え直すと、あのときの

違和感や迷いは、単に周りの人や環境、システムへ

の否定ではなく、私自身が「どうありたいのか」「何

を大切にしたいのか」を問い続けてきた証でもあっ

たのではないかと思うようになった。 

報告書を書くという作業は、実践の成果をまとめ

たり、明確な答えを提示したりすることが目的では

なかった。むしろ、答えを出しきれない問いを抱え

ながら、それでも考え続けてきた過程を、そのまま

言葉にする作業だったように思う。批判的に見てき

た自分も、迷い続けてきた自分も含めて、いまの自

分なのだと、少しずつ受け止められるようになって

きている。 

教職大学院での学びを通して、「何が正解か」を見

つけることよりも、「問い続ける姿勢そのもの」が、

教育に関わるうえで大切なのではないかと感じるよ

うになった。この報告書をまとめる過程は、そのこ

とを自分自身に確かめる時間でもあった。その問い

 冬期集中講座 報告  
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を抱え続ける時間を支えてくれた、インターン先の

先生方、カンファレンスで関わってくださった方々、

そして日々の実践の中で出会った子どもたち一人ひ

とりに、心から感謝したい。 

 

省察の向こうにある「論理」に出会いたい 

                     ミドルリーダー養成コース 2 年/札幌新陽高等学校 佐藤 淳哉 

例年よりも雪が少ない北海道。降る雪はいつもよ

りも水分を多く含み、その雪の重さは長期実践研究

報告書の執筆に入る自分自身の気持ちの重さを表し

ているようだった。学びは楽しい。しかし、まとめ

るということをこれまでしてきていない私にとって、

周囲の修了生から聞いている長期実践研究報告書へ

のイメージは、「私にできるのだろうか」という不安

しかない。 

冬期集中講座では、長期実践研究報告書の執筆に

ついて詳細かつ丁寧な解説がなされた。初日と二日

目のガイダンスを受けた後の対話では、長期実践研

究報告書においては「実践的概念」を生成していく

ことが求められ、それは学問的な「普遍性」の追究

とは本質的に異なるとの指摘があった。これまで目

にしてきた、奈良を拠点としてきた諸先輩方の長期

実践研究報告書を振り返ると、その指摘の意味を深

く理解することができた。実践的概念の生成には、

筆者の生い立ちや経験、周囲との関係性といった個

別具体的な要因を包括的に捉える必要があり、その

固有の実践の展開過程を概念化することにこそ、実

践研究としての価値、すなわち長期実践研究報告書

を書く意味があるのだと再認識した。 

 また、各日の最後になされたクロスセッションを

通じて、省察のあり方について理解を深めることが

できた。そのことについて大きく２点を述べた上で、

特に印象的だったことについて記しておこう。 

(1)省察には時間軸の異なる「即興的省察」と「立

ち止まった省察」の 2 種類がある。教員にと

って現場での即興的省察は不可欠だが、実践

の土台そのものを質的に高めるためには、立

ち止まった省察が不可欠となる。 

(2)単に即興的省察の軌跡を記述するだけでは「業

務報告書」に留まってしまう。自身の内側にあ

る「論理（感じ方や考え方）」を構造的に理解

することこそが、長期実践研究報告書執筆の

「真」の目的である。  

特に印象的だったことは二つある。 

第一に、「コンセプト（試みようとしていること

の目的を明確にした概念ないしイメージ）を持たな

い者は、立ち止まった省察と自身のコンセプトを照

らし合わせることができない」という指摘である。

コンセプトを明確に定めるには修正や変更をいと

わず、常に実践との関係性を精査し続ける姿勢が重

要である。「即興的省察は単なる場当たり的な対応

（替え歌）に過ぎない」という厳しい指摘を受け止

め、立ち止まった省察によって確かな「足場」を築

くことが、今後の実践の糧になるのだ。 

 第二に、省察において「感情」を重視するという

視点は、私にとって新鮮な驚きであった。 

3 日目のクロスセッションでは、それまでに執筆

した草稿をめぐる対話を行った時のことである。「感

情が動いた事象こそ実践としての価値が高く、自身

の見えない論理を発見し、再構成するための鍵とな

る。感情を伴わない事象を記述すべきではない」と

の指摘があった。実際に、自身の感情が大きく動い

た場面を回想してみると、当時の状況や機微が鮮明

に想起された。感情は単なる反応ではなく、自己の

内面を刺激し、思考や言動を突き動かす源泉なのだ

と気づかされた。 

 いよいよ長期実践研究報告書の執筆が始まる。教

職 3 年目という私の実践は、技術的には未熟かもし

れない。しかし、これまでの人生を含めた深い省察

のなかに、私が教員として働く意味や価値、そして

私自身もまだ気づいていない「論理」が隠されてい

るはずである。その未知なる自己の論理に出会える

ことに、大きな期待を抱き、真摯に執筆に取り組ん

でいきたい。 
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冬期集中講座に参加して 

                   ミドルリーダー養成コース１年/草津市立老上こども園 木戸 香里 

入学して初めての冬期集中講座に参加した。慌た

だしく過ぎた１年の取り組みを自らの言葉で語りな

がらふり返ることができた。３日間、これまでの自

分と向き合い、自己開示し、その後はただひたすら

実践記録を「書く」ことに専念した。夏期集中講座

に参加した際に聞いた“過去の自分が今の自分を支

える”という言葉の通り、過去に自分が記録したも

のを見直すことは、これまで実践してきたこと、そ

の際に生じた葛藤や課題、その時に感じた思いを当

時の感情のまま振り返ることができた。また、実践

記録を書き進める中で、何度もグループ内で進捗や

書き進めるにあたって出てきた悩みなどを話せる時

間があるため、新たな気づきや課題がうまれ、「自分

を省察する」ことに繋がった。 

実践記録は、私が教職大学院で学ぶきっかけにな

った、本園の園内研究会の取り組みについての実践

を書いた。研究主題を自分たちで話し合って設定し

たり、大学院での学びを取り入れ、“自分の言葉で子

どもの姿を語る”という時間を取り入れたりして、

研究が自分事になるよう取り組んだ。研究主題を何

度も話し合い、それぞれが子どもの姿を思い浮かべ

ながら設定したことで、園内公開保育の際は、担任

が同じ視点をもって、子どもの姿を見ることができ

た。そうすることで、次年度より深く話し合いをす

ることができた。 

また、中には、研究会に対してマイナス的な感情

をもっている職員も一定数はいるが、グループで話

す中で、「この学びが子どもに返っていく」というこ

とに気づけるまで繰り返し行っていくことが大切だ

と感じている。子どもと同じで「教師にも一人ひと

りに合わせた伝え方や学び方がある」ということに

話し合いの中での自身の気づきとなり、職員一人一

人に合わせた関わりや、それぞれに伝わる伝え方を

しながら私自身も共に学びを進めていきたい。 

また、保育の中では、子どもたちに“遊びのふり

返り”を大切に行っている。自分たちの楽しかった

ことや気づきをクラスで共有することで、課題を解

決したり、アイデアを出し合ったりして、次の遊び

に繋げている。それらは私たち教師にも大切なこと

であると言える。私たちは研修や保育活動を行った

後には、それぞれの“ふり返り”を大切にすること

で、その都度自分自身を省察したり、子どもが何を

学んだのか、私たち教師は次の学びにどのようにか

かわっていくと良いのかということを考えたりして

いきたい。そして、教師が多角的な視点を持てばも

つ程、様々な視点から捉えることができる。保育で

も、研究会でも、職員同士が連携し、対話を通して

子どもも教師も学んでいけるコミュニティを今後も

大切に構築していきたい。また、職員一人一人が自

己開示するには、安心・安全な空間、信頼関係がな

いとできないと感じる。そのためには、従来のやり

方や形式的なことに捉われるのではなく、自分の言

葉で、「目の前の子どもの姿」を語れる場の保障と、

正解や理想の姿を求めるのではなはなく、子どもを

真ん中に据え、「みんなで子どもを語る」このことに

尽きると感じる。これらのことを大切にしていきた

いと改めて感じた３日間だった。 

また、この冬期集中講座を通して、「自己開示する」

ことは、とても苦しく、見たくない自分を目の当た

りにするということだと感じた。しかし、そこに向

き合わないと次に向かうことはできないと感じた３

日間でもあった。「実践と省察を繰り返し、他者に拓

く」同じ目的をもったコミュニティの充実と、日々

の実践を綴り、自分を振り返るという取り組みを、

今後も続けていきたいと思う。 
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冬期集中の振り返り 

     学校改革マネジメントコース１年/美浜町立美浜中央小学校 平城 慶彦 

教職大学院に入学して初めての冬期集中。事前に

レジュメを読んで参加したものの、Ｍ２の先輩方の

ほぼ完成された長文の実践報告を聞いて、自分の報

告文量の少なさにひたすら焦った１日目、２日目で

あった。そして、２日目の夜、落ち着いて考えてみ

てようやく、自分はまだ１年目で先輩方のような報

告を書くことができていないのは当然だということ

に気がついた。とても初歩的な勘違いなのであるが、

それに気付かなかった自分を恥ずかしく思った。 

それからは、少し気が楽になり、この一年間の実

践をもう一度捉え直すことに集中することができた。

しかし、月間カンファレンスや夏期集中で執筆した

報告を読み返すのだが、どうしても書き直しが必要

になる。おそらくそれは、過去の文章が稚拙なので

はなく、新たな学びや経験が加わったため、必然的

に加筆修正が必要になったのだと解釈する。これま

で実践を記録することの意味を教わり、それがよう

やく自身の中で理解できた感触を得た。 

また、先輩方の完成間近の長期実践報告を拝見し

て、さまざまな形があり、自身の報告は、どのよう

な形、章立てがよいのだろうかと新たな悩みも増え

た。このように、多様な人との対話や学びを通して、

自身の見方や考え方がアップデートされる魅力がこ

の教職大学院にはあるのだと思う。 

今回の冬期集中においても、民間企業の方と語り

合う時間をいただいた。その中で印象に残ったこと

の 1 つが、「生徒は変わった。昔とは違う。」という

現場の先生の声に対して、「むしろ変わらない方が異

常な気もする。」と述べられていた。たしかに、私た

ちが育てている目の前の子どもたちは、一昔前とは

大きく違う環境や社会の中で生きている。また、保

護者や地域住民の学校に求める役割も変化している

ように思う。 

一方、学校はどうだろうか。個別最適な学び・協

働的な学びを始めとした子ども主体の授業づくりに

は力を入れて取り組んでいるものの、まだまだ社会

の変化に応じていない部分があるのではないだろう

か。タブレット端末の活用もそうである。子どもた

ちは、家庭でタブレット端末を使いこなす技能を身

に付けているのにも関わらず、さまざまな理由から

使用が限定的であったり、有効活用されていなかっ

たりする。もしかしたら、もっと活用すれば子ども

たちの学び方は飛躍的に変わるのかもしれない。 

 このように、私たちのこれまでの経験則や囚われ

によって、学校がなかなか変わることができずにい

るということを日々感じている。GIGAスクール構想

や探究的な学びの充実など、言わば外から変わって

きたこともあるが、内から変えることがなかなか難

しい。校長やベテラン、ミドルリーダーのリーダー

シップも必要かもしれないが、それだけでは一人一

人の教員が自分事として捉え、主体的に動き出さな

いのではないだろうか。 

 私自身もこれまでは、さまざまな課題に対して一

人で取り組み、実現していくような仕事のやり方を

していたように思う。それで、学級や学校が変わっ

たり、後に続いてくださる教員が出てきたりするこ

ともあったが、組織としての力は弱かったように感

じる。 

 今年度、教職大学院では、組織づくりについて多

く学んできた。たくさんの著書を読みながら、正直

一度で理解できないことも多かったが、さまざまな

人とディスカッションをする中で、「なるほど。そう

いうことなのか。」と理解が深まっていった。やはり、

一人の力は小さく限界があるが、組織の力は大きく、

継続していくのだということを痛感することができ

た。 

 来年度、長期実践報告を書き進めて行くにあたっ

て、自身の実践が自分の中で完結するものでなく、

さまざまな先生方に役に立つもの、また勤務校や周

辺の学校の同僚の先生方との組織力向上に繋がるも

のになるよう、これから構想を改めて練っていきた

い。 
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既存のフレーム・観を換えた先にあるもの 

                  学校改革マネジメントコース１年/坂井市立丸岡中学校 廣瀬 雅弘 

私は、教職大学院で過ごす時間が大変心地よいも

のだと感じている。それは通うたびに新たな発見や

学び、出会いがあるからだと思う。しかし、今回の

冬期集中講座ではその心地よさが何かいつもと異な

っていた。それは、淵本先生から幾度となく発せら

れた「フレームを入れ替える」「観の転換」「（これま

での）フレームを疑う」という言葉に原因があるよ

うに思う。断っておくが、決して居心地が悪いとか、

圧が強いといったマイナス面を述べているのではな

い。というのも、４月から行ってきたこれまでのカ

ンファレンスの中でも「教育観の転換」「視野を広げ

る」「長い物語の中で見る」「バイアス」などの話題

が出ていたし、そのたびに納得や理解をしてきたつ

もりであった。しかし、今回は何かが違ったのであ

る。この違いを今回の「Newsletter」執筆の機会に

考えてみたいと思う。そうすることで、この１年の

自身の成長を実感するとともに、来年の目指すべき

道が見えてくるのではないかと思う。 

 まずは、「いつもの心地よさ」とは何か。これは、

「すっきり感」と換言できる。これまでのカンファ

レンスが終わったあとは、自身の学校での取組につ

いて価値づけがなされ、次の向かう先の解像度がよ

りくっきりしていた時が多かったように思う。しか

し、毎回すっきりしていたはずなのに、今回はその

「すっきり感」が異なるものになってきた。 

 例えば、「探究のサイクル」という大前提。ここに

疑問を持ち始めた。探究のサイクルとは、「課題の設

定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」を

指す。私は今年さまざまな探究発表の場を訪れ、生

徒たちの姿を見てきた。そこで見られる「まとめ・

表現」のワンシーン。自分の発表が終わったら、他

のグループの発表にはあまり興味を示さないという

のである。この話題を冬期集中講座の１日目にした

ところ、冒頭に書いた「大前提ともなっている、探

究のサイクルというフレームを疑うことが大切にな

る」というアドバイスを淵本先生からいただいた。

理論と実践の往還という話の中で、ある種、探究学

習の根幹ともなっている「探究の４サイクル」。目か

ら鱗ともいえる一言であった。そして、この話題に

ついてある先生から「そもそも生徒は発表をしたい

と考えているのか」という根本の質問が出た。フレ

ームを疑うことで、これまですっと流れていたもの

が、私の中でひっかかるようになった。これが、「す

っきり感」が異なる形で見えた瞬間であった。今ま

での「すっきり感」とは質が異なり、今まではこれ

までの理論に当てはめていくことで、次の課題が見

え、解像度がくっきりしていたのに対し、今回の「す

っきり感」は理論そのものを一度疑って見てみるこ

とにより、自分の抱えていた疑問の解決の糸口の解

像度がくっきりしてきた。 

 この「（これまでの）フレームを疑う」ということ

以外にも、淵本先生は他の先生方のアドバイスの際

にも「フレーム」「観」というキーワードを挙げてお

られた。私はこの一言により、より深く物事をさま

ざまな視点から考察してみたいと思うようになった。

もちろん、それには気力がいるし、試行錯誤が伴う。

すぐに答えが出るわけでもないし、そもそも答えが

一つに決まるというものでもないのかもしれない。

しかし、少なくとも今回の冬期集中講座を終え、自

分にこれまでと違う成果が得られた。日数は夏期集

中講座の方が長く、疲れもその分大きいはずなのに、

今回の冬期集中講座の３日間はそれ以上の疲れを感

じた。しかし、疲れたはずなのに、いつものとは異

なる心地よさがそこにあった。既存のフレーム・観

を換えた（越えた）先にある景色がどのようなもの

なのか、まだ解像度がはっきりしない部分もあるが、

しかし確実にこれまで見てきたフレームからの景色

とは異なるものであることは間違いない。この異な

る景色こそが、私が教職大学院で学びたいと思う景

色なのだと思う。今年１年の学びが非常に自身にと

って充実したものであると思うとともに、来年の学

びが非常に楽しみになった冬期集中講座であった。

このような思いに至ることができた、冬期集中講座

で出会ったすべての方々に感謝の思いを述べ、この

「Newsletter」の執筆を終わりたいと思う。ありが

とうございました。 
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歩みを辿り、綴る 

                   学校改革マネジメントコース２年/福井市順化小学校 伊澤 英美 

１月が終わろうとしている。大雪警報の発令を聞

き、雪の様子を心配しながらこのニュースレターの

原稿を書いている。 

長期実践報告については、１１月に読み手の先生

に構想の相談に乗っていただいたものの、日々に取

り紛れてあまり書き進められてはいなかった。構想

を元に実践報告全体の流れや章立てを考え、書くこ

とに没頭できると思いながら年末の冬期集中講座を

迎えた。 

冬期集中講座では、これまで２年間の教職大学院

での学びと、私の背景やこれまでの教師としての歩

みを行きつ戻りつしながら書き進めた。自分自身の

歩みをもう一度辿りながら、そのときどうしてその

行動をとったのか、その感情の奥には何があったの

かなど、自己内対話をしながら綴っていった。書き

進めるうちに内容が重複する部分が出てきたが、そ

の部分こそ自分自身の感情に深く関わるところなの

かもしれないと思った。Cycle１で柳沢先生が、書き

やすいところからどんどん進めることが大切だとお

っしゃっていたので、感情の流れに沿って書き進め

ることにした。書いている途中で、はっきりしない

部分について研究の記録や書籍を見直そうかと思っ

たこともあったが、そうすることによって筆が止ま

ってしまうような気がしたので、とにかく書くこと

を優先することにした。 

Cycle１も２もオンラインで参加したのだが、書

く時間はどちらの３日間ともあっという間に過ぎて

いった。書き始めると、何かが起こっていたときや

実践していたときにはじっくり向き合うことができ

なかった自分の思いや悩みを振り返ることができ、

感情的な部分につながっていく。書いている間は、

考えていたことが文字になるかならないかのうちに

頭の中から消えていってしまうこともあった。文章

を何度も読み返すうちにもう一度思い浮かぶことも

あるが、再び言葉として現れ出てこないものは今の

私には必要ない表現なのだと考え、思考の流れを止

めないようにして綴っていった。 

一日の始めと終わりにグループでの対話の時間

が設定されていることが私にとっては本当にありが

たかった。ホームグループには、私と同じく今年度

長期実践報告を書く方と、来年度以降書く方がいる。

長期実践報告を書いている者同士の悩みや困り感の

共有ができ、自分では気付かなかったことに気付か

せてもらったり、価値付けてもらったりして、アド

バイスや励ましをいただく時間だった。また、来年

度以降執筆する方は、私たちとは違う客観的な視点

があり、問い返してくれることによってこちらの理

解が進むこともあった。書き続ける時間から抜け出

し対話をすることによって、自分の考えがまとまっ

たり、距離を置いて見つめ返せたりする有意義な時

間であった。 

Cycle１では、ファシリテーターの先生から、ご自

分の著書を出版するときには 100 回読み返すよう言

われたと聞き驚いた。その回数には遠く及ばないま

でも、書いた部分を読み返すと、毎回その部分に対

する自分の捉えが違う。違和感を覚えた部分は書き

直したり書き足したりしながら進めていった。当時

の省察を、今現在の私として振り返って考えると、

距離と時間を置いたことによって少し客観的な捉え

ができるのか、また別の省察が生まれてくる。これ

が「省察の重層化」にあたるのだろうかと考えなが

ら進めていた。 

年始を迎え、冬期集中講座 Cycle２を迎えた。思い

浮かんだことを言葉にして書き綴ることは Cycle１

と同様だが、それに加えて、理論と実践がリンクし

ているか、読む人のことを考えて書けているのかと

いうことも話題になった。どちらもとても難しいが、

理論と実践の往還についても、読んだ人が深く読め

るかどうか、読んだことによってどのような学びが

得られるのかということも意識しながら進めていか

なくてはならないと思った。 

日々は続き、現在進行形で実践は積み重なってい

く。毎日学校で先生方や子供たちと過ごしながら、

常時更新されていく歩みを辿り、捉え直し、省察し

ながら綴っている。読み返すことによってさらに書

きたいことが生まれたり、自分の感情にぴったりの

表現ではないような気がしたりして迷うのだが、自

分の思いに向き合いながら今も綴り続けている。 
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過去・未来・日常を繋ぐ「省察」の価値 

                       学校改革マネジメントコース２年/小浜市立小浜中学校 泉 浩 

 年の瀬、私は長期実践報告の原稿を前に、頭を悩

ませていた。しかしその一方で「書き終えた時、ど

のような自分に出会えるのだろうか」と期待もして

いた。これまで約２年間にわたり、カンファレンス

や集中講座を通じて、理論と実践を往還してきた。

この歩みを振り返り、今改めて感じている教職大学

院での学びの価値を、３つの視点から述べていく。 

 

［過去の自分の価値づけ］ 

 １つ目の価値は、過去の自分を肯定できるように

なったことである。40年以上生き、経験したことが

無駄ではなかったと改めて確信することができた。

「若い時の苦労は買ってでもしろ」という言葉があ

るが、上手くいかずに試行錯誤した経験や、泥臭く

粘り強く取り組んだ経験ほど、今の私に色濃い影響

を与えていることを実感した。「逆境のときに、どの

ような行動を積み重ねたのかが、今の自分を形づく

る」ということを、身をもって実感した。 

 私は中学・高校時代、陸上競技に打ち込んできた。

中学では結果を残せたが、全国大会常連校に進んだ

高校時代は、一転して過酷な練習に翻弄される日々

だった。正直に言えば、耐えきれたとは言い難い。

挫折に近い経験であった。これまでの私は、この経

験を今につながる「根性」や「忍耐強さ」の源泉だ

と捉えていた。しかし、今回の集中講座を通じた省

察により、それが今の私の教育観に直結しているこ

とに気づかされた。 

 その価値観とは「学習や運動に困難さを抱える子

どもの視点」を忘れないことだ。新採用の頃から、

私はそうした生徒の姿が目に留まり、放っておけな

かった。それは、かつての自分自身の苦しさが、目

の前の子どもの姿と重なったからだろう。もし、あ

の挫折がなければ、私は謙虚さを欠いた教師になっ

ていたかもしれない。過去の痛みが「人に寄り添う

力」を与えてくれていたのである。 

［未来への指針を紡ぎ出す］ 

２つ目の価値は、未来に向けた確かな方向性が得

られることである。自分の過去を省察することは、

明日をどのように生きるべきかを導き出してくれる。

１時間の振り返りは次の１時間の過ごし方を、１日

の振り返りは明日の在り方を、そして１年の振り返

りは新たな１年の計画を私たちに考えさせてくれる。 

振り返る時間の幅が広がれば広がるほど、より長

期的な生き方を展望することを可能としてくれてい

る。教職大学院での２年間という節目で立ち止まり、

これまでの歩みを俯瞰できたことは、これからの教

職人生という道のりを歩むための方向性を手に入れ

たようなものである。 

 

［日常に息づく「省察」の習慣化］ 

３つ目の価値は、物事を振り返る「考え方」が身

についたことである。日々生活していると、良くも

悪くも様々なことがある。それらに対して「なぜそ

うなったのか」と一歩立ち止まり、背景にある要因

を考える習慣ができた。これにより、一見無関係に

見える事象のつながりを発見する面白さを味わえる

ようになった。また、他者との対話を通じて、自分

の考えが深まっていく経験も増えた。相手の話を聴

きながら、自分の中に新しい問いやインスピレーシ

ョンが湧き上がってくる。この「知の醸成」とも言

える感覚は、大学院での対話的な学びがあったから

こそ得られたものである。 

 

今回挙げた３つの価値は、修了と同時に終わるも

のではなく、これからも私を支え続けてくれる持続

可能な財産である。ずっと大切にしていきたい。 
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教職大学院での出会いと対話によって変わった自分 

                  学校改革マネジメントコース２年/岐阜市立藍川中学校 伊藤 雄樹 

 この原稿を執筆しているのは、令和８年１月１日

です。早いもので大学院に入学し、１年９ヶ月が経

ち、卒業まであと３ヶ月となりました。 

大学院では、「『教員誰もが』『生徒誰にでも』一

定水準以上の教育サービスを提供し続けることがで

きる持続可能な組織づくり ―月残業時間４５時間

以内で取り組める最大限効果的な学校教育サービス

の安定供給と仕事の効率化―」をテーマとして、以

下のようなことに取り組んできました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記の取組によって、学級担任が生徒・保護者か

ら質問を受けた際に、１から対応するのではなく、

学校として対応することで教員間の教育サービスの

差を減らしたり、やるべきことを行う時間を生み出

したり、やるべきことを精査して、量を減らしたり

することで、月の残業時間も確実に減らすことがで

きました。このような取組を行ってきましたが、大

学院の仲間と実践を共有した時、新たな課題が見え

てきました。 

 それは、持続可能なのか？ということです。 

 学校社会は、年度ごとに人が入れ替わります。 

また、時代も移り変わります。 

 現在実施している取組は、令和７年度の時の取組

であって、来年度は来年度で社会情勢が変化し、そ

れとともに学校に求められることも変化し続けま

す。その中で、効果的・効率的な教育サービスを安

定供給し続けるには、「入れ替わり続ける人の動

き」があっても、「よりよいものを生み続けようと

する風土と、それを可能にする仕組み」が必要だと

考えるようになりました。そこで自分なりに生み出

した方法が、以下のようになります。それは、前任

者等をローカルコーディネーターに置いた組織づく

りと、「任せる」のステージづくりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

膨大に膨れ上がる教育現場の仕事の質を担保し、

一定水準以上の教育サービスを提供し続けるには、

一人の力だけでは不可能です。そのことに気づかせ

ていただき、現段階での解決策を考えることができ

たのは、この教職大学院での出会い・対話があった

からこそです。残り３ヶ月となりましたが、最後の

１秒まで、先生方との対話から学び続けてまいりま

す。 

 
 
 

① 「藍川中学校版 COCOLOプラン」の作成 

② 三者懇談のマニュアル化 

③ ６時間目３年生のみ授業・１、２年部活動日課 

④ ③の取組で生み出した時間で校内研修の実施 

⑤ 通知表の所見カット 

⑥ 指導要録の所見見直し 

⑦ 特別支援学級（知的学級）における評価・評定

の在り方の明確化 

【図２：「任せる」のステージづくり】 

フェーズ 
ステージ 

１ 誰かと一緒にやってもらう 

２ ○割自分がやって、残りを任せる 

３ ◇割の段階で報告してもらい、進捗を

確認しながら任せる 

４ 職員が講師の場合 完全に任せる 

外部講師の場合  自分が一緒にや

る 

５ 完全に任せる 

 

【図１：ローカルグループの組織づくり】 
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2 年間の学びと気づき そしてこれから 

        学校改革マネジメントコース 2 年/岐阜聖徳学園大学附属小学校 山田 亜都子 

 冬期集中講座の 6 日間、自分自身と向き合い、教

職大学院での 2 年間をじっくり振り返る時間となっ

た。その 6 日間は、長いようであっという間の時間

だった。むしろ、「書く」ことは 6日間では足りない

くらいだった。教職大学院に入学してからの 2 年間

は、自分が学び、考えてきたことをレポートや記録

ノートに、たくさん書き留めてきた。私の冬期集中

はそれを読み返すところからのスタートとなった。

読み返していると、そのときに教えてもらったこと、

自分が感じ、考えたことが順に思い出された。その

とき考えていたことが、今の自分の実践に生かされ

ていたり、そうでなかったり。レポートや記録ノー

トを読み返しながら、今更、色々なことを思い、考

える時間にもなった。そして、カンファレンスで出

会った先生方のことも思い出され楽しくなってしま

った。おかげで「書く」という作業が思うように進

まなかったが、その進まない、進められない時間も

また、私にとっては大きな学びの時間だったように

思う。 

教職大学院に入学してからの自分を振り返ると、

考え込み、立ち止まり、悩む時間が本当に長かった。

長期実践報告書が進まないように、私自身の 2 年間

の実践も思うように進まなかったのが実際だ。勤務

校も、私も、同僚の仲間達も２年間では大きな変化

があったわけではない。勤務校のためにと、学校改

革マネジメントコースというコースに入学した当初、

私は組織の課題と向き合わなければならないと頑な

に思っていた。私は学年主任をまとめる学年主任の

長（以下、学主長）として、学年主任会（以下、学

主会）を機能させなければならない、学年主任の先

生達を動かさなければならない、という思いでいた。

しかし、学年主任の先生達と思うような学主会が開

けず悩み苦しんだ。学主会が楽しくない。どうにか

したいと思いながら、何をするわけでもなく、ただ

悩み続け、迷走していた。学主会の悩みを抱えなが

ら、学級担任、学年主任として子ども達と向き合う

毎日。子ども達のことではなく、学年主任をまとめ

る学主長として教師（大人）と向き合うための答え

がほしかった。しかし、カンファレンスで学び合う

時間に答えはもらえなかった。カンファレンスでは

答えではなく、いつも考え直す機会とさらなる課題

をもらっていたように思う。ご一緒した先生方に自

分のことや実践を語ることで、考え直す。そして、

さらに悩む。そんな時間があったからこそ乗り越え

ることができたことがある。それは、私は、学主長

である前に、学年主任、学級担任だということ。学

級担任として子ども達と向き合えるのなら、学主長

として教師（大人）とだって向き合えるはずだとい

うこと。子どもと向き合えるのに、教師（大人）と

向き合えないのではなく、教師（大人）と向き合お

うとしていないのだと気づかされた。それに気づい

たとき、私は少しずつ学主会を動かし始めることが

できた。気づく、気づかされるまでに、ものすごく

時間がかかったけれど、悩んだ時間があったからこ

その学びだと長期実践報告書を書きながら思ってい

た。そんなことと思われるようなことが、私にとっ

ての大きな学びであり喜びだった。小さな気づきが、

その後の自分を間違いなく動かしていった。学主会

を動かすために、学級担任、学年主任として自分が

実践し、学び続けた。 

思うように書き進められない長期実践報告書を書

き進める時間に、小さな自分の気持ちの変化や、2年

間で少しずつだけれど変わり始めたものにも気づけ

た。その小さな変化を一人喜ぶ時間となった。悩ん

できたからこその気づきと変化。考え続け、悩みな

がらも学び続けることで得られた喜びや楽しみ。学

ぶことは楽しい。学び続けることで学校はきっと楽

しくなる。そう考えた 2 度目の冬期集中講座。これ

から先も、私は自分と勤務校のために学校の「楽し

い」を追究し続け、学んだ 2 年間の気づきと共に努

め続けるのだろうと思いながら長期実践報告書をま

とめている。 
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学びは共鳴する ― 問いと省察が編まれていく ― 

                 学校改革マネジメントコース 2 年/宮古島市立狩俣小学校 平良 優 

はじめに 

誰かが語った何気ない一言が、別の誰かの心に深

く届き、さざ波のような「響き」を生む。その響き

に触れた子が、自分自身の経験を振り返り（省察）、

そこからまた新しい「問い」を見つける。教室とい

う場所は、本来こうした目に見えない「響き」の連

鎖で満ちている。「今日の学び合い、なんか良い感

じだったよね」 学校現場では、こうした感覚的な言

葉が交わされることがある。しかし、その正体を説

明する言葉を、私たちは十分に持っていなかった。 

本稿では、23年間の教育実践を省察的に辿り直す中

で見出した「学びの共鳴」という現象と、それを特

徴とする「共鳴的な学び」という概念を提示する。

これは、協働的な学びの質を考える上での一つの視

点であり、「主体的・対話的で深い学び」の実質化

に寄与しうるものと考える。 

 

１． 問いの起源 

ショーン（1983）は、「実践者はどのように学ぶ

のか」という問いを立て、省察的実践という概念を

提示し、実践者が行為の中で、行為について省察す

ることで学んでいくプロセスを明らかにした。私は

20年以上、一人の実践者として教室に立ち続けてき

た。その実践を長期実践報告書に書き進める中で、

ある問いが立ち上がってきた。 「問いや省察は、ど

のように生じているのだろうか」 

省察とは一度きりの内省ではなく、問いが生まれ、

さらに省察を促し、また新たな問いを生むというス

パイラルとして展開していることに気づいた。さら

に重要なことに、この循環は自分一人の内面だけで

なく、研究仲間や職員、子供たちとの対話において

も起きていた。誰かの問いが自分の中の問いを揺さ

ぶり、それが再び語りとして返っていく。この気づ

きこそが、教室で起きている現象を「学びの共鳴」

と捉え直し、「共鳴的な学び」という概念を名付ける

きっかけとなった。 

 

２．「学びの共鳴」という現象を捉える 

長期実践報告書をナラティブに記していくなか

で、ある輪郭が次第に浮かび上がってきた。それは、

「問いは個人の内側だけで生まれるのではなく、関

係性のなかでも生起している」ということである。

例えば、ある子の「なぜ？」という問いに、別の子

が自分の経験を重ね、さらに別の子がそれを問い直

していく光景を何度も目撃した。問いと省察は、子

供たち同士の関係性の中で編まれていったのであ

る。 

私はこの現象を「学びの共鳴」と名付けた。「学

びの共鳴」とは、個人の境界を超えた、関係性によ

る問いと省察の生成現象と定義する。ここで重要な

のは、これが単なる感情的な共感や盛り上がりでは

ないということである。「学びの共鳴」では、他者

の言葉や経験に触れることで、個人の既存の認識が

揺らぎ、再構成されるという知的な変容を伴う。友

達の話に「そうだよね」と同調するだけでなく、「あ

れ、自分が正しいと思っていたことは、本当に正し

いのか?」と自分の前提そのものが問い直されること

もある。この認識の揺らぎと再構成こそが、「学び

の共鳴」の本質である。 

このプロセスでは、他者との響き合いの中で問い

が生まれ探究が始まる段階と、その探究から省察が

深まり、また新たな問いを生む段階が繰り返される。

そこで生まれた問いや気づきは、最終的には一人ひ

とりの内面で統合され、新たな知として結実してい

く。そこに至るプロセスにおいて、関係性の「あい

だ」が果たす役割は大きい。一人で考え続けるだけ

では見えなかった視点が、他者との対話を通じて立

ち上がってくるのである。 

この現象は、子供たちの間だけで起きているので

はなかった。若手の悩みがベテランの省察を促し、

ベテランの語りが若手の視点を開く。子供たちの学

びの姿が、教師自身の実践を省察させ、授業観を揺

さぶる。私自身の実践も、同僚や研究仲間との対話

によって問い直され、新たな問いが立ち上がってき

た。「学びの共鳴」は、子供同士だけでなく、教師

同士、そして子供と教師の間にも起きる現象だった

のである。 

ショーンは、実践における省察を探究するなかで、

個人の営みとしての省察だけでなく、複数の実践者

が協働的に省察を深めていくプロセスも描いてい

る。私が捉えたのは、それと共通しつつも、教室や

学校組織という場の「共鳴」という質的に異なる側

面だ。それは、ショーンの相互的・協働的な省察と

共通する側面を持ちながらも、一人の発言が教室全
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体に波及していく「場のダイナミズム」であった。 

 

３．「共鳴的な学び」という概念  

この「学びの共鳴」という現象を特徴とする学び

のあり方を、私は「共鳴的な学び」と呼ぶこととし

た。 両者の関係を整理すると次のようになる。  

「学びの共鳴」＝関係性の中で問いと省察が生成

される現象（起きている出来事）  

「共鳴的な学び」＝その現象を中心に据えた学び

のあり方・原理（デザインの方向性）  

 

例えば、道徳の授業で「正直」について考えてい

る場面を想像してほしい。一人の子が「正直に言う

ことが絶対に正しい」と発言し、クラスの多くが頷

く。そこに、ある子がこう呟く。「でも、正直に言

ったことで、友達を傷つけて、絶交しちゃったこと

があるんだ。あの時、本当に正直に言うのが正解だ

ったのかなって、今でも迷ってる」  

この瞬間、教室に静寂が走る。これが「学びの共

鳴」が始まる瞬間である。「正直＝正解」と信じて

疑わなかった他の子たちの中に、「えっ、そうか、

正しいはずのことが人を傷つけることもあるか？」

という衝撃が走る。「正しい」という自分の知（知

識）が、友達の切実な経験（響き）によって「ぐら

り」と揺さぶられる。 すると、一人の頭で「正

直」という辞書の意味をなぞっていた時には見えて

こなかった、新しい思考が編み出され始める。 

「相手を思う正直さと、自分勝手な正直さは違うの

かも」 「正直に言う『タイミング』が大事なんじ

ゃないか」  

これは、誰かの「迷い」という響きが、別の子の

「経験」を呼び起こし、関係性の「あいだ」で新し

い視点が立ち上がり、それが一人ひとりの内面で統

合されていった瞬間である。 この認識の揺らぎと

再構成を伴うことが、「学びの共鳴」を単なる感情

的盛り上がりと区別する核心である。一人で考え続

けるだけでは見えにくい、関係性の「あいだ」から

立ち上がるダイナミックな学びの形である。このダ

イナミックな変化を意図的に生み出そうとする学び

のあり方が、「共鳴的な学び」なのである。 

 

4．「学びの共鳴」が起こる条件 

ただし、「学びの共鳴」は、すべての場面で起こ

るわけではない。また、起こることが常に望ましい

わけでもない。一人で静かに思索する時間も、学び

には不可欠である。 23 年間の実践を振り返ると、

協働的な学びを目指す場面において、「学びの共鳴」

が起こりやすい条件と、それを阻害する要因が見え

てきた。 

 

【共鳴が起こりやすい条件】  

心理的安全性と相互尊重、信頼関係の存在、失敗を

語れる文化、共感的に聴く姿勢、答えより問いを重

視する価値観、じっくり対話できる時間、等。 

【共鳴が起こりにくい原因】 

上下関係による萎縮、批判的・評価的な文化、即時

的な助言やマニュアル志向、多忙さによる余白の欠

如、問いを持たず語ろうとしない姿勢、等。 

 

これらの知見は、個別の実践から帰納的に導き出

されたものである。ただし、これらの条件が整えば

必ず「学びの共鳴」が起こるというわけではない。

共鳴は、強制できるものではないからだ。 

 

５．なぜ「名付ける」のか 

「学びの共鳴」のような現象は、新しいものでは

ない。若手が悩み、先輩が耳を傾け、皆で考え、学

校が少しずつ動いていく。これは、どこの学校でも

起きている日常である。では、なぜ、わざわざ「学

びの共鳴」と名付け、「共鳴的な学び」という概念

を立てるのか。それは、名前がないと、意識的に扱

いにくいからである。心理学において「ピグマリオ

ン効果」や「フロー状態」という概念が名付けられ

たとき、教育者たちはそれまで漠然と感じていた現

象を、意識的に実践に活かせるようになった。同じ

ように、「学びの共鳴」という言葉があることで、

私たちは自分の経験を振り返り、語り、共有するこ

とができる。 「あの語り合い、学びの共鳴が起き

ていたね」「今日は共鳴が生まれなかったけど、な

ぜだろう？」「この子は今、一人で考えたいのかも

しれない」  

名前を与えることで、現象は意識化される。意識

化されることで、振り返られ、共有され、必要に応

じて場がデザインされる。 そして重要なのは、概

念化によって、何を大切にし、何を避けるべきかが

明確になることである。例えば、沈黙を「参加して

いない」と捉えるのではなく、「内面で統合してい

る時間」として尊重する。「発言回数」ではなく、

「問いの質」や「聴く姿勢」に注目する。「全員が

語らなければならない」という強制を避ける。 概

念化とは、単に名前をつけることではない。実践の

質を問い直し、より豊かな学びの場を創るための、

羅針盤なのである。 

 

６．「駆動する学び」から「共鳴する学び」へ  



福井大学大学院福井大学・岐阜聖徳学園大学・富山国際大学連合教職開発研究科 
 

The Challenge for Distributed Communities of Practice and Reflection 27 

田村学（2018）は、学習者が「自分の学びを自分

でコントロールできている」という感覚を持つとき、

外部からの命令なしに学びが持続する状態を「深い

学び」と定義している。これは、学習が外発的に動

かされるのではなく、内側から「駆動」されている

状態である。 私が目の当たりにしているのは、この

「駆動」が、協働的な学びの場面では、関係性の中

で伝播し、「共鳴」へと展開する現象である。 一人

の学びが力強く駆動し始めると、その熱量は周囲へ

と伝わる。駆動する個と個が対話を通じて触れ合う

とき、互いの学びが増幅され、場全体が変容してい

く。 ある一人の子供の問いが契機となり、周囲の子

供たちがそれぞれの考えを重ね、問い直し、更新し

ていく。個々の思考は孤立して存在していたのでは

なく、互いの言葉に触れることで揺さぶられ、方向

づけられ、再構成される。もちろん、すべての子が

同じように語るわけではない。じっくり聴いていた

子、後から自分のノートに考えを書いた子、様々な

形で学びは起きている。  

「主体的・対話的で深い学び」が実現するプロセ

スでは、一人ひとりの学びが「駆動」し、それが関

係性の中で「共鳴」していく現象が起きている。そ

して、この共鳴を通じて立ち上がった新たな視点や

問いは、再び一人ひとりの内面に戻り、それぞれの

知として統合されていくのである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

７．おわりに 

私は 23年間、この問いを自分の実践の中で問い続

けてきた。そして今、長期実践報告書を書くという

営みを通じて、新たな問いが立ち上がってきた。  

ショーンは問うた――「実践者は、どのように学

ぶのか」と。 

私は問い直す──「実践者たちは、どう共に学ぶ

のか」 

この問いに対する一つの答えが、「学びの共鳴」

であり、「共鳴的な学び」という概念である。協働

的な学びを目指す時、「学びの共鳴」という視点は、

私たちに何かを教えてくれる。  

それは、問いは「立てる」ものであると同時に、

関係性の中から「立ち上がる」ものでもあること。

省察は「する」ものであると同時に、他者との対話

を通じて「深まる」ものでもあること。学びは個人

の営みであると同時に、関係性の中で豊かになるも

のでもあること。などである。  

共鳴的な学びは、意図的に「実現」できるもので

はない。教師がいくら望んでも、誰の心が何に響く

かを強制することはできないからだ。 しかし、「学

びの共鳴」が生まれやすい「場」をデザインするこ

とは、可能ではないか。 個人の「駆動」が、関係性

の中で「共鳴」へと展開し、そこで生まれた新たな

視点が再び個人の内面に戻り、統合される。子供同

士の学び、そして、子供たちの学びと教師の実践が

共鳴し合う。今後も、この学びの連鎖を描き出して

いきたい。 

  

詳細は以下を参照  

平良優（2026）『教師は迷う──問いが導いた探究

と省察の二重螺旋』長期実践研究報告書 
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特 集 
 
 
 

学生と一緒に味わった 学びの広がりと気づきの時間 

千葉県立保健医療大学 健康科学部 栄養学科 講師 鈴木 亜夕帆 

福島昌子先生にお誘いいただき初めて福井大学

連合教職大学院の「ラウンドテーブル」に参加して

から今年で 4 年になります。毎回、専門分野とは少

し違う場に参加する緊張もありますが、普段の食品・

栄養・食育で考えている「伝える」「教える」を、別

の視点から整理していただける心地よさや、新しい

気づきに出会える充実した時間となっています。 

ラウンドテーブルに複数回参加している私です

が、“初めて”本学の栄養教諭課程 4年生と一緒に参

加できました。以前から、福島先生から学生の参加

をご提案いただいていたものの、これまでタイミン

グが合わず実現できていませんでした。今回初めて、

授業等の調整ができ、普段大学で一緒に過ごしてい

る学生と共にラウンドテーブルに参加することがで

きました。 

本学には、カリキュラムの中に多職種連携を学べ

る科目が段階的に組まれており、学科を越えて学び

を深められるよう工夫されています。しかし、健康

科学部という一つの学部内での学びが中心となるた

め、チームでの協働の経験は、職種が限られること

になります。また、4年次には卒業研究があり、担当

教員と「研究者同士」として議論する場面は増えま

すが、ラウンドテーブルでの“語る・受け取る・広

がる”という学びとは、また異なる性質のものです。 

初めてラウンドテーブルに参加する学生には、

「感じたことをそのまま伝えて大丈夫」「わからない

ことは率直に言っても良い」「ファシリテーターの先

生が安心できる場を作ってくれるから心配いらない

よ」と声をかけていましたが、それでも未知の体験

に不安は大きかったようです。 

今回参加した 4年生は、大学前半のコロナ禍で授

業が制限されたこともあり、「ポスター発表」も初め

ての経験でした。また、在学中に行ってきた実習報

告や研究発表は、事実を整理し考察するタイプのも

のが中心となるため、今回は実践に関する発表とい

うことで、異なる視点が求められます。 

ポスター発表は、7 名が 2 グループに分かれ、①

教職課程 4 年間の学びと成長、②教育実習での気づ

きと成長についての発表を準備しました。学んだこ

とや気づきについて、「どうして」そう感じたのか、

自分自身の「何が変化したか」という視点でまとめ

るにはどのような内容にしたらよいか、文字の大き

さや色使い、レイアウトなど、ポスターならではの

工夫にも試行錯誤しながら取り組みました。 

 

ラウンドテーブル当日は、一緒に受付へ向かう学

生の表情から、緊張・楽しみ・不安が入り混じって

いるのが伝わってきました。特に、プログラム開始

からグループ形式で、1 人 1 人が分かれて着席する

ことになっていたので戸惑いもあったようです。 

シンポジウム、session1、昼食、ポスター発表、

session2と進むにつれ、学生の表情がどんどん明る

くなり、終わる頃には達成感いっぱいの姿を見るこ

とができました。「朝から夕方まで長いと思っていた

けど、あっという間だった！」という声が出るほど、

充実した時間を過ごせたようです。 

 シンポジウムでは、探究の学びの実例を知ること

ができました。教育実習以外で実践の場を見ること

機会が少ないため、理論として学んでいたことがど

のように具体的に実践されているのかについて知る

ことができました。発表された生徒の皆さんが、学

んだことを伝え、シンポジウムで自分の考えをコメ

ントしている様子をみて、「自分もこんな授業が受け

たかったな」と自分が受けてきた学びと比較するこ

ともできました。 

ラウンドテーブルでは、校種や立場を超えて思い

を伝え、受け取り合えることに感動していました。

緊張せずに話していた方が「実はすごい先生だった」

と後から知り、その話しやすい雰囲気に驚いた場面

もあったようでした。 

ポスター発表では、大学での学びを整理し発表し、

栄養分野とは違う視点から質問を受け、自分の専門

特集 東京ラウンドテーブル 
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性や進路について改めて考える機会になったと話し

ていました。また、「栄養教諭」という専門職を、知

らない・よく分からないという参加者も多く、教育

の現場でもまだ十分知られていない現状にも触れ、

驚きや戸惑いも感じていました。 

 

後日、教職実践演習の特別講義として、福島昌子

先生にお越しいただき、「これからの教師」というテ

ーマの授業の中で、今回のラウンドテーブルに込め

られた意図や教育現場で求められている姿勢につい

てお話しいただき、当日自分自身が感じた“学びの

広がり”がどのように生まれたのかを理解し、深く

納得していました。 

教職実践演習の授業としてラウンドテーブルへ参

加できたことで、学生にとって未来へつながる学び

の機会になったと感じています。 

ラウンドテーブルへの参加は私個人でも多くの学

びがある充実した時間でしたが、学生の感動を間近

に感じられたことが何より嬉しいことでした。 

当日、シンポジウムで発表した生徒・先生方、ラ

ウンドテーブルで同じグループで関わってくださっ

た皆様、ポスター発表で質問してくださった方々、

そして全体を支えてくださった東京サテライトの皆

様に感謝いたします。 
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2025 年度東京サテライトラウンドテーブルを終えて 

                             コーディネートリサーチャー 平沢 安正 

「大変だったけれど、やってよかった」「一時はど

うなることかと思ったけれど、無事に終えられてよ

かった」こんな会話は、学校行事や研究発表会での

『教員あるある』ではないでしょうか。 

2025年度東京サテライトラウンドテーブルは、東

京サテライト開設以降ずっと続けてきた形態を大き

く変える試みに挑戦しました。 

これまでの東京サテライトラウンドテーブルは、

基調講演・実践報告・ラウンドテーブルの形態を基

本としていました。そして毎年、院生さんたちが、

実行委員会を立ち上げて、自主的・主体的な企画運

営を進めてきました。院生さんたちには、このよう

な発表会的なイベントを企画運営する経験もまた、

今後の糧としてもらいたいとのスタッフの思いや期

待があったからです。 

しかし、昨年度ラウンドテーブルの実施を終えた

院生さんたちの声は、予想とは若干異なりました。

冒頭述べたような、いわゆる『教員あるある』では

なく、負担の大きさ、特に実行委員会による企画運

営の大変さなどが、聞こえてきました。東京サテラ

イトに通う院生さんたちは多くは、学校改革マネジ

メントコースの学校管理職であることも起因してい

るかと思います。それほど、現在の学校管理職は多

忙を極めているかと感じました。 

そこで、東京サテライト副所長である福島先生の

ご判断から、「今年の東京サテライトラウンドテーブ

ルは、少しでも院生さんたちの負担を軽減する意味

から、東京サテライトスタッフで進める」というこ

とになりました。 

東京サテライトのスタッフは、所長の清川教授、

副所長の福島教授、そして 4 名のコーディネートリ

サーチャーから構成されています。その 4名のうち、

2名は今年度着任という状況でした。 

正直、東京スタッフにとっては大きな負担増、今

年度の大きなピンチ！でした。しかし、これも『教

員あるある』の「ピンチはチャンス」で、東京サテ

ライトラウンドテーブルに、子どもたちに参加して

もらう。そんな新しい取り組みに挑戦することにな

りました。 

 既に福井では、生徒の参加するラウンドテーブル

は実施されているけれど、そこに東京サテライトの

特色を加味した取り組みとして実施しよう。自分た

ちでハードルを上げた感は否めませんが、東京スタ

ッフのミーティングでは、5 月から企画運営の打合

せを重ねてきました。 

 東京サテライトの特色の一つは、宮古島教育委員

会との連携にあります。DEAL研修をはじめとして研

修、研究連携などの実績があり、院生として、毎年

6名前後の宮古島の教員が所属しています。 

 

 そして、今年は、福島教授の進めている宮古島と

三宅島という島の中学校間の連携授業研究の初年度

でもあることから、両中学校の生徒に発表をしても

らうことになりました。 

 そして、院生さんたちの所属する学校の生徒やそ

れ以外の中学高校からも参加を募り、ポスター発表

を行う構成とすることとしました。 

 子どもと教員とが語り合うラウンドテーブルを実

施し、さらに、子どもたちの退出後の最後に締めく

くりとして、教員だけのラウンドテーブルを実施す

ることに決めました。 
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 前掲のチラシにありますように、2025 年 10 月 25

日、10 時から 17 時、東京都板橋区教育支援センタ

ーを会場に以下の構成で実施しました。 

 午前：シンポジウム（宮古島・三宅島の生徒発表） 

   パネルディスカッション 

   ラウンドテーブル 

 午後：ポスターセッション（２部構成） 

   ラウンドテーブル   

 東京スタッフはそれぞれの対応で、それぞれがギ

リギリの状況でした。参加者募集及び発表に向けた

対応。オンライン対応。会場設営対応。会場として

お借りしている教育支援センターとの調整などなど、

当日まで各スタッフが作成した様々な資料やたくさ

んのデータを今、改めて見返してみると、「よくここ

までやったなぁ」と思います。 

 当日の参加者は約 110 名でした。そして、午前の

シンポジウム発表が 2本、午後のポスター発表は 39

本となりました。ここには当初想定していなかった、

認定こども園からの発表もあり、可愛い園児たちも

参加してくれました。（園児は参加者数からは除いて

います） 

 午前の部で発表してくれた宮古島の久松中学校、

三宅島の三宅中学校の発表生徒は、それぞれ 1 年生

でした。両校が合同授業をしたり、それぞれの学校

で探究を実践したりした内容が報告されました。 

パネルディスカッションでも堂々とした立派な対

応でした。その後のラウンドテーブルでは、「離島と

いう環境でありながら、ここまでの実践ができるな

んて素晴らしい」「このような合同授業・探究の実践

を自校に持ち帰って生かしたい」「半年前、小学生だ

ったとは思えない」と感激の声があちこちで聞かれ

ました。 

 

 

 

発表・パネルディスカッションの様子 

 また、このラウンドテーブルに参加したある高校

生は「自分たちも高校で探究を実践し、地域の方の

交流できて楽しかった」と発言すると、同じグルー

プの大学生が「自分も高校のときに探究をやらされ

たけれど、やらされた感が強かった」と発言し、同

グループの小学校の副校長先生は「高校生、大学生

と探究について、学びについて、語り合えるなんて

素晴らしい」と発言があり、その後の「探究につい

ての語り合い」はまさに、ラウンドテーブルの真髄

ではないかと感じることができました。 

                   

中高生を交えた 

ラウンドテーブ

ル 

                

午後の発表は、それぞれ 10 分という時間でした

が、「探究学習」「コミュニティ」「授業づくり」「「学

級経営」「学校行事」などをテーマに高校生が教員と

肩を並べるように発表、質疑応答が展開されました。 

 東京サテライトの院生さんたちもそれぞれ発表さ

れましたが、皆さん自信たっぷりの堂々とした発表

で、東京サテライトでの学びの実践の体現を感じさ

せてもらいました。 

  

 

 

       ポスター発表の様子 

締めくくりとしてのラウンドテーブルでは、①振

り返りと省察「今日の報告発表を基に自校における

学びの環境や自己の取り組みを振り返る」、②展望

「主体的に学ぶとは？今後取り組みたいことや深め

たいことは？」をテーマに語り合いが続きました。 

このように、東京サテライトラウンドテーブルは、

今年度、新しい取り組みとして、子どもの参加とい

う形態をとっての実施となりました。 

結びに、清川・福島両教授のご指導と、東京サテ

ライト前田、千葉、本村の 3 名のコーディネートリ

サーチャーの頑張りに深く感謝いたします。 

「大変だったけれど、やってよかった」 
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実践研究福井ラウンドテーブル 2026 Spring Sessions 開催！ 

 

２月２１日、２２日に、実践研究福井ラウンドテーブルが開催されます。 

詳しくは、HPをご覧ください。https://www.fu-edu.net/story/2598 

 

参加の申し込みは、HP内申し込みフォームか、以下の URLからお願いします。 

申し込み URL  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdm5OjDjyNNni9IhpYoKVDbj6g18nueRzcsuv3g50_AVKFctw/v

iewform 

 

また、２月２１日にはポスターセッションも行われます。 

ポスターセッションでの発表を希望される方は、以下の URL に示す案内を確認し申込をお願いいたします。 

https://x.gd/S7Sk3 

 

以降のページに特別フォーラム、各 Zoneの概要を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

https://www.fu-edu.net/story/2598
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdm5OjDjyNNni9IhpYoKVDbj6g18nueRzcsuv3g50_AVKFctw/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdm5OjDjyNNni9IhpYoKVDbj6g18nueRzcsuv3g50_AVKFctw/viewform
https://x.gd/S7Sk3
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Zoon D International 
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Schedule  
  

2/21 Sat. - 22 Sun. 実践研究福井ラウンドテーブル 

2/28 Sat.  第２回入試 

3/10 Thu.  運営協議会（オンライン） 

3/24 Thu.   学位記授与式 学位記伝達式 18:00-20:00 

      2026 年度  4/4 Sat.           開講式 13:00-15:30 

                 4/18 Sat.-19 Sun.   月間カンファレンス A 9:30-17:00 

4/25 Sat.-26 Sun.  月間カンファレンス B 9:30-17:00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Newsletter は、教職大学院に関わる皆様の協力で作られています。 

修了生の皆様もご自身の実践や近況について投稿してみませんか。 

関心がある方は、dpdtfukui_nl@yahoo.co.jp までご連絡ください。 
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【 編集後記 】JCPZ（日本海寒帯気団収束帯）

という言葉をよく耳にした先月に続き、立春

を過ぎた今もまだまだ寒さは残ります。とは

いえ、その中にも春の兆しを少しずつ感じる

この頃でもあります。202 号に寄せられた皆

様の記事の中からも、ご自身の学びの振り返

りとともに新たな兆しを実感されている様子

がよく伝わってきます。正月返上で長期実践

報告を書き上げて今年度末に修了される方

も、引き続きこの教職大学院で学びを追及さ

れる方も、ますますのご活躍をお祈りしてお

ります。（M）  


